
戦
前
の
三
池
炭
鉱
と
朝
鮮
人
労
働
者

＊広

瀬

貞

三

は
じ
め
に

三
井
鉱
山
（
当
初
は
三
井
組
）
が
経
営
し
た
三
池
炭
鉱
は
一
八
八
九
年
一
月
か
ら
一
九
九
七
年
三
月
に
閉
山
さ
れ
る
ま
で
、
一
〇
八
年

間
に
わ
た
り
操
業
さ
れ
た
日
本
を
代
表
す
る
炭
鉱
だ
っ
た
。
三
池
炭
鉱
で
は
長
く
日
本
人
労
働
者
に
依
存
し
た
が
、
一
九
四
〇
年
以
降
、

朝
鮮
人
、
中
国
人
、
連
合
国
俘
虜
を
多
数
使
用
し
て
生
産
性
を
あ
げ
、
そ
の
過
程
で
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
朝
鮮
人
に
つ
い
て
は
本

稿
で
述
べ
る
が
、
中
国
人
は
二
四
八
一
名
を
使
用
し
、
四
九
三
名
（
一
九
・
九
％
）
が
死
亡
し
た
。
俘
虜
に
つ
い
て
は
、
第
一
七
分
所
に

一
七
三
七
名
（
ア
メ
リ
カ
人
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
、
オ
ラ
ン
ダ
人
等
）、
第
二
五
分
所
に
三
九
〇
名
（
イ
ギ
リ
ス
人
、
ア
メ
リ
カ
人
）
が

就
労
し
た
。
こ
う
し
た
外
国
人
は
過
酷
な
労
働
と
厳
し
い
生
活
に
苦
し
め
ら
れ

１た
。

＊
福
岡
大
学
人
文
学
部
教
授

福
岡
大
学
人
文
論
叢
第
四
十
八
巻
第
二
号
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三
池
炭
鉱
に
お
け
る
朝
鮮
人
労
働
者
に
つ
い
て
は
多
く
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
動
員
の
状
況
、
労
働
と
生
活
の
実
態
な
ど
が
か
な
り

明
ら
か
に
さ
れ
て
い

２る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
現
場
の
朝
鮮
人
に
の
み
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
支
配
し
た
三
井
鉱

山
、
三
池
鉱
業
所
の
会
社
経
営
と
の
具
体
的
な
関
連
が
明
ら
か
で
な
い
。
い
ま
だ
未
解
明
の
部
分
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

本
稿
は
先
行
研
究
に
依
拠
し
、
次
の
三
点
に
焦
点
を
絞
っ
て
朝
鮮
人
労
働
者
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
一
に
、
三
井
鉱
山
、
三
池

鉱
業
所
の
労
務
管
理
体
制
を
解
明
す
る
。
ま
ず
、
三
井
鉱
山
、
三
池
鉱
業
所
の
経
営
者
・
労
務
担
当
者
を
述
べ
、
次
ぎ
に
共
愛
組
合
、
三

井
鉱
山
産
業
報
国
会
の
活
動
を
概
観
す
る
。
第
二
に
、
三
池
炭
鉱
に
お
け
る
朝
鮮
人
労
働
者
の
具
体
的
な
労
働
と
生
活
の
姿
を
明
ら
か
に

す
る
。
一
九
四
〇
年
か
ら
開
始
し
た
動
員
の
数
、
各
坑
へ
の
配
置
な
ど
を
示
し
、
特
に
史
料
が
残
る
万
田
坑
を
分
析
す
る
。
ま
た
、
朝
鮮

人
に
よ
る
協
和
会
の
勤
労
報
国
隊
に
も
触
れ
る
。
第
三
に
、
大
牟
田
市
の
三
井
系
企
業
で
あ
る
三
井
化
学
工
業
三
井
染
料
工
業
所
、
電
気

化
学
工
業
所
大
牟
田
工
場
、
東
洋
高
圧
工
業
大
牟
田
工
業
所
の
朝
鮮
人
労
働
者
の
状
況
に
言
及
す
る
。

一
・
三
井
鉱
山
、
三
池
炭
鉱
と
労
務
体
制

（
１
）
会
長
と
労
務
担
当
者
た
ち

日
本
政
府
は
一
八
七
三
年
に
福
岡
県
大
牟
田
地
方
の
三
つ
の
鉱
山
を
官
営
と
し
、
三
池
鉱
山
は
操
業
さ
れ
た
。
一
八
八
八
年
に
政
府
は

官
営
三
池
鉱
山
を
競
争
入
札
で
払
い
下
げ
、
こ
れ
を
三
井
組
が
落
札
し
た
。
三
井
組
は
一
八
八
九
年
に
三
池
炭
礦
社
を
設
立
し
た
。
そ
の

後
、
一
八
九
二
年
に
三
井
鉱
山
合
資
会
社
、
一
九
〇
九
年
に
三
井
合
名
会
社
鉱
山
部
を
経
て
、
一
九
一
一
年
に
三
井
鉱
山
と
な
っ
た
。
三

（２）
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井
鉱
山
は
三
池
炭
鉱
の
勝
立
坑
を
復
旧
し
、
宮
原
、
万
田
と
新
坑
を
開
発
し
た
。
ま
た
、
一
九
〇
八
年
に
は
三
池
港
を
開
港
し
た
。
三
池

炭
鉱
は
三
井
鉱
山
三
池
鉱
業
所
が
経
営
し
た
。
三
井
鉱
山
は
三
池
炭
鉱
か
ら
九
州
北
部
の
筑
豊
炭
鉱
、
北
海
道
に
も
経
営
を
広
げ
た
。
三

井
鉱
山
は
明
治
末
に
は
日
本
の
全
鉱
区
の
約
一
五
％
、
全
出
炭
量
の
約
一
九
％
を
占
め
た
。
中
で
も
三
池
炭
鉱
は
三
井
鉱
山
が
採
掘
し
た

石
炭
の
六
〇
％
以
上
を
占
め
た
。
こ
う
し
て
、
三
池
炭
鉱
は
三
井
の
「
ド
ル
箱
」
と
な
っ

３た
。

日
中
戦
争
期
以
降
、
三
池
炭
鉱
は
増
産
体
制
が
進
め
ら
れ
た
。
石
炭
産
業
に
対
す
る
政
府
に
よ
る
統
制
は
強
ま
っ
た
。
一
九
三
九
年
一

〇
月
に
石
炭
増
産
対
策
要
綱
を
決
定
、
一
九
四
〇
年
四
月
に
石
炭
配
給
統
制
法
が
公
布
、
同
年
五
月
に
日
本
石
炭
株
式
会
社
が
創
立
、
一

九
四
一
年
八
月
に
全
国
炭
鉱
生
産
拡
充
強
調
期
間
が
開
始
、
同
年
一
一
月
に
石
炭
統
制
会
が
設
立
、
一
九
四
二
年
一
〇
月
に
挙
国
石
炭
確

保
運
動
が
開
始
、
一
九
四
三
年
一
一
月
に
軍
需
省
が
設
置
、
一
九
四
四
年
四
月
に
主
要
二
〇
社
が
軍
需
会
社
に
指
定
、
と
各
種
の
政
策
、

運
動
が
展
開
さ
れ

４た
。
三
井
鉱
山
は
一
九
四
四
年
四
月
に
軍
需
会
社
と
し
て
指
定
を
受
け

５た
。

戦
時
期
に
お
け
る
三
井
鉱
山
の
会
長
は
、
牧
田
環
（
任
期：

一
九
三
四
年
一
月
〜
一
九
三
六
年
六
月
）、
尾
形
次
郎
（
一
九
三
六
年
六

月
〜
一
九
三
九
年
一
二
月
）、
川
島
三
郎
（
一
九
三
九
年
一
二
月
〜
一
九
四
五
年
一
二
月
）
で
あ

６る
。
表
１
は
三
井
鉱
山
、
三
池
鉱
業
所

の
幹
部
と
労
務
担
当
責
任
者
で
あ
る
。
第
一
に
、
本
社
で
は
、
川
島
三
郎
会
長
、
深
川
正
夫
労
部
長
、
向
井
久
治
労
務
課
長
が
、
三
池
鉱

業
所
で
は
稲
荷
田
稲
助
所
長
が
最
高
責
任
者
で
あ
る
。
第
二
に
、
労
働
者
数
の
増
加
に
伴
い
、
一
九
三
九
年
か
ら
一
九
四
三
年
ま
で
の
三

池
鉱
業
所
の
労
務
係
は
二
・
三
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
各
人
の
経
歴
と
、
炭
鉱
業
や
朝
鮮
人
労
働
者
な
ど
に
対
す
る
見
解
を
見
て
み
る
。

川
島
三
郎
（
一
八
八
三
〜
不
明
）
は
一
九
〇
九
年
に
東
京
帝
国
大
学
採
鉱
冶
金
学
科
を
卒
業
し
、一
九
二
一
年
三
井
鉱
山
に
入
社
し
た
。

（３）

戦
前
の
三
池
炭
鉱
と
朝
鮮
人
労
働
者
（
広
瀬
）

七
二
七



一
九
三
六
年
に
取
締
役
、
一
九
三
八
年
に
常
務
取
締
役
に
就
任
し
た
、
典
型
的
な

内
部
昇
進
者
だ
っ

７た
。
川
島
は
一
九
四
二
年
か
ら
一
九
四
四
年
ま
で
二
年
間
、
日

本
鉱
業
会
会
長
を
勤
め
た
。
一
九
四
四
年
五
月
に
川
島
は
「
非
常
な
る
困
難
を
如

何
に
し
て
切
り
抜
け
る
か
と
云
う
事
に
な
り
ま
す
と
、
申
上
げ
る
迄
も
な
く
技
術

向
上
及
創
意
、
工
夫
に
依
る
能
率
の
増
産
及
び
労
務
管
理
の
刷
新
、
整
備
に
由
る

生
産
力
の
向

８上
」
と
、「
労
務
管
理
の
刷
新
、
整
備
」
を
強
調
し
て
い
る
。

深
川
正
夫
労
務
部
長
は
三
井
鉱
山
の
労
務
管
理
体
制
を
決
定
、
推
進
し
た
人
物

で
あ
る
。
深
川
は
一
九
一
三
年
に
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
科
を
卒
業
し
、
三
井
鉱

山
に
入
社
し
た
。
一
年
間
三
池
鉱
業
所
で
炭
鉱
労
働
に
従
事
し
、
そ
の
後
は
本
社

の
労
務
担
当
と
な
っ

９た
。
深
川
は
一
九
四
〇
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
石
炭
鉱
業
連

合
会
労
務
担
当
者
会
議
に
出
席
し

１０た
。

深
川
は
一
九
四
〇
年
に
朝
鮮
人
に
つ
い
て
、「
結
局
朝
鮮
の
人
を
政
府
の
方
の

斡
旋
其
の
他
に
依
り
ま
し
て
使
ふ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
最
近
迄
に
入
り
ま
し
た

朝
鮮
の
人
が
相
当
の
数
に
上
つ
て
居
り
ま
す
。
此
の
人
達
の
成
績
に
付
て
は
そ
れ

ぞ
れ
色
々
な
批
評
が
あ
り
ま
す
る
が
、
私
の
方
の
山
の
経
験
に
依
り
ま
す
と
、
大

表１・三井鉱山・三池鉱業所の会長・労務関係責任者（１９３９～１９４３）

１９４３年１２月

川島三郎

深川正夫

向井久治

稲荷田稲助

大谷津壽雄

井上養之亮

高野福蔵（１７）

宮崎豊喜（１６）

坂田秀信（２０）

藤瀬正春（１６）

山本虔（２０）

８９

三井鉱山『三井鉱山株式会社職員録』（三井文庫所蔵）。

１９４２年１１月

川島三郎

深川正夫

向井久治

稲荷田稲助

太田光久

井上養之亮

高野福蔵（１４）

宮崎豊喜（１６）

西角英雄（２０）

内田早苗（１５）

田川博（１４）

７９

１９４１年１１月

川島三郎

深川正夫

向井久治

稲荷田稲助

瀧龍彦

井上養之亮

高野福蔵（１１）

宮崎豊喜（１２）

小林政利（１５）

西村啓三（１２）

松尾達夫（１２）

６２

１９４０年１１月

川島三郎

深川正夫

向井久治

稲荷田稲助

瀧龍彦

日野威

中野浅吉（７）

宮崎豊喜（１０）

鶴六郎（１３）

西村啓三（１４）

羽佐間昌（７）

５１

１９３９年１２月

川島三郎

深川正夫

小林徳四郎

稲荷田稲助

瀧龍彦

中山誠壽

中野浅吉（６）

羽佐間昌（１０）

鶴六郎（１２）

西村啓三（１１）

３９

年月

会長

労務部長

労務課長

三池鉱業所所長

三池鉱業所次長

労務課長

本部労務係長

万田労務係長

宮浦労務係長

四山労務係長

三川労務務長

係員の合計数

（４）
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体
内
地
の
働
く
人
の
七
割
位
の
成
績
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
て
居
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
人
に
関
し
て
も
、「
次
に

考
へ
ら
れ
ま
す
の
は
苦
力
の
問
題
て
あ
り
ま
す
る
か
、
是
も
そ
れ
ぞ
れ
各
方
面
に
於
て
研
究
し
て
戴
い
て
居
る
や
う
て
あ
り
ま
す
か
ら
、

或
は
さ
う
云
つ
た
や
う
な
人
に
来
て
貰
つ
て
炭
鉱
の
仕
事
を
す
る
と
い
ふ
事
に
な
る
て
あ
ら
う
と
考
え
ま

１１す
」
と
述
べ
て
い
る
。
三
井
鉱

山
が
早
い
時
期
か
ら
中
国
人
労
働
者
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

深
川
は
一
九
四
〇
年
一
一
月
に
結
成
さ
れ
た
大
日
本
産
業
報
国
会
（
平
尾
釟
三
郎
会
長
）
に
積
極
的
に
参
加
し
た
。
大
日
本
産
業
報
国

会
を
中
心
と
す
る
産
業
報
国
運
動
は
、
日
中
戦
争
開
始
後
、
戦
時
体
制
確
立
の
た
め
に
労
働
界
お
よ
び
産
業
界
の
一
元
化
を
め
ざ
し
、
そ

の
実
現
に
成
功
し
た
運
動
で
あ

１２る
。
深
川
は
大
日
本
産
業
報
国
会
の
結
成
時
に
理
事
兼
練
成
局
長
を
務
め
た
。
理
事
は
五
名
だ
け
な
の
で
、

指
導
者
の
一
人
と
い
え
る
。
一
九
四
四
年
一
月
か
ら
一
九
四
五
年
一
月
ま
で
は
常
務
理
事
だ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
四
二
年
に
は
東
京
地
方

勤
労
評
議
会
の
委
員
長
も
勤
め
る
。
日
本
の
鉱
山
会
社
の
労
務
関
係
で
は
、
最
も
影
響
力
の
あ
る
人
物
だ
っ
た
と
い
え

１３る
。

向
井
久
治
労
務
課
長
は
、
一
九
四
四
年
一
〇
月
に
三
井
鉱
山
の
労
働
力
が
朝
鮮
人
、
中
国
人
、
俘
虜
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
内
地
人
が
ど
う
し
て
も
得
ら
れ
な
い
と
云
ふ
現
状
に
於
き
ま
し
て
は
、
ど
う
し
て
も
半
島
人
と
か
、
俘
虜
と
か
、

或
は
最
近
に
於
て
は
支
那
の
苦
力
ま
で
入
れ
て
、
手
を
増
し
て
居
る
よ
う
な
訳
で
あ
り
ま
す
。
能
率
の
点
に
就
て
、
先
程
も
石
炭
部
長
か

ら
の
訓
話
が
あ
り
ま
し
た
通
り
、
実
際
悪
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
殆
ど
今
の
労
務
は
、
結
果
に
於
て
は
充
員
に
過
ぎ
な
い
」
と
し
、
加
え

て
「
何
分
に
も
ご
承
知
の
通
り
現
時
労
務
係
員
の
質
が
非
常
に
低
下
し
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
朝
鮮
人
に
つ
い
て
は
、「
内
地

人
の
鉱
夫
の
出
勤
率
が
大
体
に
於
て
六
五
％
と
か
七
〇
％
に
し
か
な
ら
な
い
が
、
半
島
人
は
九
〇
％
に
達
し
て
居
り
ま
す
。
そ
れ
は
寮
に

（５）

戦
前
の
三
池
炭
鉱
と
朝
鮮
人
労
働
者
（
広
瀬
）

七
二
九



入
れ
て
団
体
的
に
や
つ
て
居
る
か
ら
で
も
あ
り
ま

１４す
」。
向
井
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
朝
鮮
人
の
出
勤
率
が
高
い
か
に
つ
い
て
は
、
根
本
的

な
理
由
に
触
れ
て
い
な
い
。
朝
鮮
人
の
労
働
実
態
は
二
章
で
述
べ
る
。

稲
荷
田
稲
助
三
池
鉱
業
所
所
長
は
一
九
三
九
年
六
月
、
三
井
鉱
山
の
取
締
役
に
就
任
し

１５た
。
稲
荷
田
の
も
と
で
三
池
炭
鉱
は
増
産
を
進

め
、
一
九
四
三
年
前
期
の
「
挙
国
石
炭
確
保
運
動
」
で
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
た
。
こ
の
た
め
、
一
九
四
三
年
一
一
月
、
稲
荷
田
は
首
相
官

邸
で
東
条
英
樹
首
相
か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ

１６た
。
一
九
四
四
年
五
月
、
稲
荷
田
は
労
働
力
の
強
化
に
つ
い
て
、「
現
在
炭
鉱
業
者
は
政

府
の
支
援
の
下
に
、
各
府
県
か
ら
勤
労
報
国
隊
の
御
来
援
を
得
、
更
に
又
半
島
よ
り
の
挺
身
隊
な
ど
に
よ
つ
て
、
此
の
労
務
充
足
に
出
来

る
丈
の
努
力
を
払
ひ
、
そ
し
て
出
来
る
丈
の
増
産
を
な
し
て
を
る
状
態
で
あ
り
ま

１７す
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
２
）
三
池
炭
鉱
で
の
労
務
管
理

戦
前
の
三
井
鉱
業
所
で
は
、
日
本
人
労
働
者
は
徹
底
し
た
会
社
側
の
管
理
統
制
の
も
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
経
過
を
見
て
み
よ
う
。
三
池

炭
鉱
で
は
一
九
一
八
年
九
月
に
万
田
坑
で
約
八
百
名
の
労
働
者
が
暴
動
を
起
し
た
。
こ
れ
が
万
田
事
件
と
呼
ば
れ

１８る
。
こ
れ
に
衝
撃
を
受

け
た
三
井
鉱
山
は
一
九
二
〇
年
三
月
、
労
使
協
調
主
義
の
「
工
場
委
員
会
」
制
度
で
あ
る
共
愛
組
合
を
設
立
し
た
。
三
池
鉱
業
所
を
初
め

と
し
て
、
各
所
で
共
愛
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。
万
田
坑
で
は
一
二
の
共
愛
組
合
が
、
三
池
炭
鉱
全
体
で
は
四
九
組
合
が
形
成
さ
れ

１９た
。
一

九
三
二
年
七
月
時
点
に
お
け
る
三
池
鉱
業
所
の
共
愛
組
合
を
見
て
み
る
。
三
池
に
は
八
個
（
万
田
、
宮
浦
、
四
山
、
本
社
、
精
錬
、
製
作
、

染
料
、
港
務
）
の
共
愛
組
合
が
あ
る
。
組
合
員
は
九
六
五
五
名
で
あ
り
、
労
働
者
側
役
員
（
総
代
）
は
三
三
三
名
（
こ
の
う
ち
、
相
談
役

は
一
五
九
名
）、
職
員
側
役
員
（
相
談
役
）
は
一
三
五
名
で
あ
る
。
相
談
役
が
最
高
機
関
で
あ
り
、
労
働
者
側
が
二
四
名
多
い
。
総
代
は

（６）
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組
合
員
の
職
別
に
よ
り
、
約
三
〇
名
に
一
名
の
割
合
で
選
挙
さ
れ
、
相
談
役
を
互
選
す
る
。「
相
談
役
会
は
相
互
の
理
解
と
信
頼
に
基
き
、

総
代
会
及
会
社
の
提
案
に
付
懇
談
熟
議
し
、
合
意
を
以
て
組
合
事
務
を
処
理
す
る
」。
協
議
事
項
は
、
生
活
改
善
、
労
働
条
件
、
作
業
及

び
能
率
の
改
良
に
関
す
る
件
な
ど
で
あ
る
。
共
愛
組
合
の
事
業
と
し
て
は
、
共
済
事
業
、
購
買
組
合
、
金
融
組
合
、
副
業
組
合
、
健
康
保

険
組
合
な
ど
で
あ

２０る
。

一
九
四
〇
年
一
一
月
に
産
業
報
国
会
が
結
成
さ
れ
る
と
共
愛
組
合
は
解
散
し
、
三
井
鉱
山
産
業
報
国
会
が
結
成
さ
れ
た
。
組
織
と
し
て

は
労
務
者
三
〇
名
か
ら
一
名
の
委
員
（
惣
代
）
を
選
出
し
、
月
初
め
に
一
回
、
下
準
備
協
議
会
を
開
催
し
、
議
案
を
作
成
す
る
。
惣
代
の

互
選
に
よ
る
半
数
の
代
表
者
（
相
談
役
）
と
会
社
側
の
職
員
代
表
者
と
の
上
部
懇
談
会
（
相
談
役
会
）
を
月
末
に
開
催
す
る
。
指
導
方
針

は
「
聖
徳
太
子
十
七
条
憲
法
の
御
精
神
即
ち
「
上
和
ラ
ギ
下
睦
ビ
テ
事
ヲ
諭
フ
ニ
諧
へ
バ
事
理
自
ラ
通
ズ
何
事
カ
成
ラ
ザ
ラ
ム
」
の
根
本

思
想
」
で
指
導
し
た
。
具
体
的
な
運
動
と
し
て
は
、
惣
代
会
及
相
談
会
、
体
育
、
教
化
、
そ
の
他
な
ど
だ
っ
た
。
三
井
鉱
山
産
業
報
国
会

は
「
全
国
七
万
の
産
報
会
の
模
範
」
と
呼
ば
れ

２１た
。
こ
れ
は
大
日
本
産
業
報
国
会
の
理
事
を
務
め
た
深
川
労
務
部
長
の
手
腕
に
よ
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

一
九
二
〇
年
台
後
半
か
ら
三
井
鉱
山
、
三
池
鉱
業
所
で
は
、
共
愛
組
合
、
産
業
報
国
会
に
加
え
て
、
深
川
正
夫
労
務
部
長
に
よ
る
「
深

川
労
務
政
策
」
が
進
め
ら
れ
、
会
社
側
は
労
働
者
を
完
全
に
懐
柔
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
山
根
光
房
は
「
深
川
労
務
政
策
」
の
威
力
に

つ
い
て
、「
三
池
鉱
業
所
の
こ
の
巧
妙
な
労
務
管
理
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
三
池
の
労
働
者
を
完
全
に
骨
抜
き
に
す
る
こ
と
に

成
功
す
る
。
そ
れ
は
や
が
て
戦
時
中
の
産
業
報
国
会
へ
と
発
展
す
る
わ
け
で
、
敗
戦
に
よ
る
民
主
化
が
訪
れ
る
ま
で
の
間
、
三
池
は
泥
の

（７）
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よ
う
な
平
和
の
中
に
沈
み
続
け
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
山
根
は
「
深
川
労
務
政
策
」
の
特
徴
と
し
て
次
の
五
点
を
あ
げ
る
。
第
一
に
、「
職

員
と
鉱
員
の
身
分
格
差
を
拡
大
し
、
職
員
へ
の
昇
格
の
好
餌
で
も
っ
て
労
働
者
の
自
主
性
を
奪
う
こ
と
を
計
っ
た
」
と
す
る
。
第
二
に
、

「
福
利
施
設
の
改
善
拡
張
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
こ
と
自
体
は
何
ら
非
難
す
べ
き
事
柄
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
施
設
、
た
と
え

ば
各
坑
所
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
講
堂
や
集
会
所
で
は
、
講
演
会
、
法
話
、
講
習
会
、
映
写
会
、
活
動
写
真
な
ど
が
行
わ
れ
、
そ
の
何
れ
も

が
会
社
の
い
わ
ゆ
る
「
精
神
教
育
」
に
重
点
を
置
く
も
の
だ
っ
た
」
と
す
る
。
第
三
に
、「
健
康
保
険
無
傷
病
者
の
表
彰
」、
第
四
に
、「
世

話
方
制
度
」
の
強
化
で
あ
る
。
第
五
に
、「「
警
備
」
と
称
す
る
会
社
側
の
特
高
警
察
的
な
役
職
が
お
か
れ
、
鉱
夫
の
思
想
調
査
や
、
守
衛

や
、
世
話
方
の
勤
務
評
定
を
行
っ

２２た
」
と
す
る
。

三
池
炭
鉱
に
お
け
る
戦
前
の
職
場
の
状
況
を
、
戦
後
の
三
池
炭
鉱
労
働
組
合
は
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。「『
中
央
公
論
』『
改
造
』

を
手
に
す
る
こ
と
さ
え
危
険
視
さ
れ
る
と
共
に
、
他
方
に
座
談
会
や
修
養
会
へ
の
出
席
と
ス
ポ
ー
ツ
が
奨
励
さ
れ
、『
家
の
光
』
の
講
読

が
強
制
さ
れ
た
。（
中
略
）
三
池
炭
鉱
以
外
に
、
三
井
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
諸
産
業
以
外
に
、
こ
こ
の
坑
夫
は
何
も
知
ら
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。

親
子
二
代
あ
る
い
は
三
代
に
わ
た
っ
て
、
彼
ら
は
三
井
の
み
の
懐
の
中
で
生
活
し
続
け
て
い
る
。
三
井
以
外
に
か
れ
ら
の
親
分
は
な
い
。

か
れ
ら
に
と
っ
て
は
、
た
と
え
職
制
の
誰
彼
に
弓
を
引
く
こ
と
が
あ
ろ
う
と
も
、
三
井
に
さ
か
ら
い
、
三
井
を
見
棄
て
る
こ
と
は
常
識
で

は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
上
こ
れ
ま
で
会
社
は
労
働
運
動
家
や
革
新
的
思
想
の
持
主
を
完
全
に
し
め
出
す
政
策
を
続
け
て
き
た
。『
改
造
』

や
『
中
央
公
論
』
を
読
む
者
は
目
を
つ
け
ら
れ
、
社
会
運
動
家
の
演
説
を
聞
き
に
行
く
事
も
封
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
行
動
や
思
想
が
少
し
で

も
異
端
的
で
あ
る
者
は
簡
単
に
解
雇
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
従
業
員
の
常
識
で
も
あ
っ

２３た
」
と
い
う
。

（８）
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こ
う
し
た
徹
底
し
た
三
井
鉱
業
所
に
よ
る
労
働
者
支
配
の
現
場
に
、
朝
鮮
人
労
働
者
は
投
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
人
労
働
者
か
ら

救
い
の
手
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。

二
・
三
池
炭
鉱
で
の
朝
鮮
人
労
働
者
の
就
労
実
態

（
１
）
朝
鮮
人
の
動
員

一
九
三
八
年
末
時
点
で
福
岡
県
在
住
の
朝
鮮
人
数
は
六
万
一
〇
五
名
で
あ
り
、
こ
れ
は
日
本
国
内
の
県
別
で
は
第
五
位
だ
っ
た
。
警
察

署
管
内
で
多
い
順
に
見
る
と
、
八
幡
が
八
九
三
六
名
、
飯
塚
が
八
五
二
八
名
、
直
方
が
五
八
八
四
名
、
門
司
が
五
六
五
二
名
、
戸
畑
が
四

〇
六
〇
名
で
あ
り
、
北
部
と
筑
豊
が
中
心
だ
っ
た
。
大
牟
田
は
わ
ず
か
五
五
六
名
に
過
ぎ
な
か
っ

２４た
。

労
働
力
不
足
に
悩
む
三
池
鉱
業
所
は
一
九
四
〇
年
六
月
、
福
岡
鉱
山
監
督
局
を
通
じ
て
本
省
に
、
婦
人
労
働
者
の
坑
内
作
業
、
朝
鮮
人

労
働
者
の
大
量
使
用
許
可
を
申
請
し
た
。
朝
鮮
人
の
場
合
は
「
募
集
」
で
あ
る
。
許
可
さ
れ
れ
ば
、
大
牟
田
市
内
の
「
遊
ん
で
ゐ
る
婦
人
」

一
五
〇
〇
名
が
動
員
で
き
、「
半
島
同
胞
労
働
者
の
大
量
使
用
が
許
さ
れ
ゝ
ば
増
産
国
産
は
完
璧
の
陣
容
に
な
る
」
と
み
な
し

２５た
。
同
月

か
ら
三
池
鉱
業
所
は
朝
鮮
人
移
入
の
準
備
に
着
手
し
、「
労
務
課
で
は
そ
の
管
理
の
研
究
に
取
り
か
か
つ
た
」。
遅
く
と
も
同
年
八
月
初
め

に
は
係
員
が
朝
鮮
に
渡
り
、「
数
百
名
の
優
良
労
働
者
を
銓
衡
し
、
採
用
し
て
約
二
ヶ
月
現
地
訓
練
の
上
、
鉱
山
第
一
線
に
配
置
す
る
計

画
」
だ
っ

２６た
。
三
池
鉱
業
所
は
ま
ず
朝
鮮
人
三
〇
〇
名
を
試
験
的
に
採
用
し
、
こ
れ
を
四
山
坑
な
ど
に
配
置
す
る
計
画
だ
っ
た
。
朝
鮮
人

労
働
者
採
用
案
は
一
九
四
〇
年
六
月
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
三
井
鉱
山
重
役
会
議
に
稲
田
三
池
鉱
業
所
長
か
ら
提
案
さ
れ
、
具
体
的
な
案

（９）
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が
練
ら
れ
て
、
決
定
し
た
。
こ
れ
が
好
成

績
な
ら
続
々
と
朝
鮮
人
を
採
用
す
る
方
針

だ
っ

２７た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
朝
鮮
人
の

戦
時
動
員
が
始
ま
っ
た
。

表
２
は
三
池
炭
鉱
の
一
九
四
三
年
一
年

間
の
割
当
道
、
割
当
数
、
供
出
率
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、「
官
斡
旋
」
の
割
当
道

は
圧
倒
的
に
京
畿
道
で
あ
る
。
割
当
数
は

三
一
〇
〇
名
で
あ
り
、
実
際
の
供
出
数
は

二
七
一
八
名
と
な
り
、
供
出
率
は
八
七
％

と
非
常
に
高
い
。
こ
の
史
料
か
ら
は
割
当

と
は
事
実
上
の
強
制
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。
朝
鮮
人
の
動
員
過
程
に
つ

い
て
、
二
つ
の
記
述
資
料
が
あ
る
。
第
一

に
、
与
論
島
出
身
で
、
万
田
坑
の
労
務
係

表２・三池炭鉱の朝鮮人の割当道・割当数・供出率（１９４３年１～１２月）

供出率（％）

（１００）

９６

８７

５１

１００

８７

（ ）内の数は残員再供出を手配した割当数、及び供出数。

石炭統制会労務部京城事務所『半島人供出状況調』、長澤秀編解説『戦時下朝鮮人中国人連合国俘虜強制連行資

料集』Ⅰ巻（緑蔭書房、１９９２年）６１頁。数字は原史料のままである。

供出数

５５７

６００

（２０）

２４０

（２０）

１，３５７

３５９

６９５

１，０５４

７５

１０５

１００

６８

３０７

（２０）

２，７１８

割当数

０

０

０

６００

６００

（２０）

２４０

０

（２０）

１４００

０

４００

８００

１，２００

０

１００

２００

１００

１００

５００

（２０）

３，１００

割当道

京畿

黄海

京畿

京畿

京畿

京畿

江原

忠北

京畿

京畿

月

１

２

３

４

５

６

４～５

７

８

９

７～９

１０

１１

１２

１０～１２

１～１２

（１０）
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で
あ
る
麓
武
英
（
一
九
〇
九
〜
一
九
六
〇
）
の
「
出
張
復
命
書
」
で
あ
る
。
麓
は
一
九
四
三

年
一
一
月
七
日
か
ら
二
六
日
ま
で
、
朝
鮮
人
労
働
者
の
募
集
係
と
し
て
京
城
に
行
き
、
朝
鮮

総
督
府
、
石
炭
統
制
会
、
京
畿
道
社
会
課
、
職
業
指
導
所
に
依
頼
し
、
八
〇
名
を
集
合
さ
せ
、

五
六
名
を
つ
れ
て
大
牟
田
市
に
戻
っ
て
き

２８た
。
第
二
に
、
元
補
導
員
坂
本
盟
の
証
言
で
あ
る
。

坂
本
は
「
わ
た
し
は
、
昭
和
十
九
年
に
朝
鮮
の
安
養
駅
付
近
か
ら
四
十
人
、
仁
川
付
近
か
ら

五
十
名
人
連
れ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
は
現
地
の
郡
庁
の
斡
旋
で
徴
用
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

宮
浦
鉱
に
は
全
体
で
五
百
人
か
ら
最
高
七
百
人
位
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
宮
浦
鉱
に
第
一

マ

マ

マ

マ

マ

マ

共
和
寮
か
ら
第
二
共
和
寮
、多
い
時
に
は
第
六
共
和
寮
ま
で
あ
り
ま
し

２９た
」
と
語
っ
て
い
る
。

表
３
は
一
九
四
三
年
五
月
か
ら
一
〇
月
ま
で
六
ケ
月
間
の
三
池
炭
鉱
に
お
け
る
雇
入
数
、

解
雇
数
、
月
末
現
在
数
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
人
（
一
般
、
短
期
）、
朝
鮮
人
、
俘
虜
に
分

類
し
て
い
る
の
で
、
六
月
間
の
実
態
が
よ
く
わ
か
る
。
こ
の
間
に
朝
鮮
人
は
一
二
六
四
名
が

「
雇
入
」
れ
ら
れ
て
お
り
、「
解
雇
」
は
六
三
六
名
で
あ
る
。「
解
雇
」
の
内
訳
は
不
明
だ
が
、

逃
亡
、
離
職
、
帰
国
、
送
還
な
ど
と
思
わ
れ
る
。「
雇
入
」
も
多
い
が
、「
解
雇
」
が
大
量
な

た
め
、
純
増
は
六
二
八
名
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
間
、
月
末
の
朝
鮮
人
の
数
は
最
大
三
一
六
四

名
か
ら
最
少
二
三
一
一
名
の
間
を
推
移
し
て
い
る
。「
月
末
現
在
数
」
に
占
め
る
割
合
は
最

表３・三池炭鉱の労働者の移動状況（１９４３年） 単位（名）

月末現在数

計

２０，７７９

２０，５１２

２０，５０５

２１，４５９

２２，３９６

２１，３１３

「労働者移動状況調」、前掲書『戦時下朝鮮人中国人連合国俘虜強制連行資料集』Ⅰ巻、９１～１３２頁。

俘虜

０

０

０

４９９

４９９

４９９

朝鮮人

２，４００

２，３１１

２，２３６

２，４７０

３，１６４

２，９４７

日本人

短期

１，１６７

９３７

１，１８０

１６，５０９

２，１６４

１，４０２

一般

１７，２１２

１７，２６４

１７，０８７

１６，８３１

１６，６６８

１６，４６５

解雇数

計

１，５７０

１，４６３

９９２

１，４７０

１，２３８

２，４６０

朝鮮人

１５２

９８

８５

１１１

６５

１２５

日本人

短期

９６５

９０８

３６７

７５０

６４９

１，６２４

一般

４５４

４５７

５４０

６０９

５２４

７１１

雇入数

計

９８８

１，１９６

９８５

２，４２４

２，１７５

１，３７７

俘虜

０

０

０

４９９

０

０

朝鮮人

２２３

９

１０

３４５

６６０

７

日本人

短期

３７９

６７８

６１０

１，２２９

１，１５４

８６２

一般

３９６

５０９

３６５

３５１

３６１

５０８

月

５月分

６月分

７月分

８月分

９月分

１０月分

（１１）

戦
前
の
三
池
炭
鉱
と
朝
鮮
人
労
働
者
（
広
瀬
）

七
三
五



大
一
四
・
一
％
（
九
月
）
か
ら
最
少
一
〇
・
九
％
（
七
月
）
の
間
を
推
移
し

て
お
り
、
ほ
ぼ
一
一
％
で
あ
る
。
日
本
人
「
短
期
」
が
数
ヶ
月
で
あ
る
こ
と

を
考
慮
す
れ
ば
、
朝
鮮
人
へ
の
依
存
度
は
大
き
い
。

表
４
は
三
池
炭
鉱
に
お
け
る
年
度
別
の
労
働
者
数
で
あ
る
。
労
働
者
は
、

日
本
人
男
性
（
長
期
・
短
期
）、
日
本
人
女
性
、
朝
鮮
人
、
中
国
人
、
俘
虜

と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
一
九
四
五
年
五
月
時
点
で
の
外
国
人
の
合
計
は
八
五

〇
二
名
で
あ
り
、
こ
れ
は
全
体
二
万
五
四
七
七
名
の
三
三
・
四
％
と
な
る
。

つ
ま
り
三
〇
％
以
上
が
外
国
人
に
依
存
し
て
い
た
。
短
期
労
働
も
考
慮
す
れ

ば
、
外
国
人
へ
の
依
存
度
は
さ
ら
に
高
く
な
る
。
外
国
人
の
中
で
、
朝
鮮
人

は
五
八
・
〇
％
、
中
国
人
は
二
四
・
七
％
、
俘
虜
は
一
七
・
三
％
で
あ
る
。

た
だ
こ
の
数
字
は
動
員
数
で
は
な
く
、
在
籍
数
と
思
わ
れ
る
。

三
池
炭
鉱
へ
の
朝
鮮
人
の
動
員
は
承
認
数
で
見
る
と
、
一
九
四
〇
年
が
二

〇
〇
名
、
一
九
四
一
年
が
六
五
〇
名
、
一
九
四
二
年
が
八
五
〇
名
で
あ
る
。

一
九
四
二
年
六
月
時
点
で
の
総
雇
入
数
は
六
一
八
名
で
あ
り
、
一
九
四
二
年

六
月
で
の
現
在
数
は
四
四
〇
名
で
あ

３０る
。
そ
の
後
の
年
度
別
の
動
員
数
は
明

表４・三池炭鉱における労働者数（１９４０～１９４５） 単位（名）

合計

１７，６１７

１９，７５１

２１，０９６

１９，４６４

２４，９１９

２５，２６０

２５，４７７

na

na

na

na データ入手不能。三井鉱山が１９４５年１１月に提出した資料。

『米戦略爆撃調査団報告書』（１９４７年）、林えいだい監修・責任編集『戦時外国人強制連行関係史料集』Ⅳ巻

（明石書店、１９９１年）１５１６頁。

俘虜

―

―

―

４８８

１．３２１

１，４７８

１，４７３

na

na

na

中国人

―

―

―

―

１，７１９

２，１１８

２，０９８

２，０７６

２，０１０

２，０１０

朝鮮人

３８

７００

１，９６５

３，４８９

４，８２９

４，９９３

４，９３１

５，１５２

５，１０３

３，２６３

日本人

女性

７７７

１，７４６

１，６７７

２，３７７

３，０７０

３，０９２

３，２７１

３，３７３

３，４４１

２，８６９

日本人男性

短期

―

―

２，８２８

１，４９４

１，７７５

１，１６７

１，３２９

na

na

na

長期

１６，８０２

１７，３０５

１４，６２６

１１，６０６

１２，２０５

１２，４０８

１２，３７７

１３，５６１

１３，４０１

１０，０８０

年度

１９４０

１９４１

１９４２

１９４３

１９４４

１９４５

４

５

６

７

８

（１２）

七
三
六



ら
か
で
は
な
く
、
全
体
の
正
確
な
動
員
数
も
明
ら
か
で
は
な

い
。
た
だ
、
表
２
で
見
た
よ
う
に
一
九
四
三
年
の
動
員
数
は

一
七
一
八
名
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
五
倍
（
一
九
四
一

〜
四
五
年
）
と
単
純
計
算
す
れ
ば
、
一
万
三
五
九
〇
名
、
つ

ま
り
約
一
万
三
〇
〇
〇
名
と
推
定
す
る
。

表
５
は
一
九
四
五
年
八
月
時
点
に
お
け
る
三
井
鉱
山
（
石

炭
、
金
属
）
の
外
国
人
の
数
で
あ
る
。
三
池
炭
鉱
で
の
外
国

人
は
六
〇
五
四
名
で
あ
り
、
こ
れ
は
労
働
者
数
で
見
る
と
、

三
井
鉱
山
全
体
の
二
四
・
六
％
、
石
炭
産
業
の
二
九
・
四
％

と
高
い
数
字
を
示
し
て
い
る
。
三
池
炭
鉱
は
外
国
人
に
対
す

る
依
存
度
が
極
め
て
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

三
池
炭
鉱
へ
の
朝
鮮
人
の
強
制
連
行
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
史
料
と
し
て
は
、
前
出
の
表
４
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
朝
鮮
人
の
数
は
一
九
四
〇
年
の
三
八
名
か
ら
一
九
四
五

年
六
月
に
は
最
高
の
五
一
五
二
名
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

表５・１９４５年８月時点の三井鉱山における外国人労働者数 単位（名）

合計

６，０５４

３，２１６

３，００４

２，５２２

３，１００

２，２８２

３８６

２０，５６５

２，２４２

４８

２１５

６８３

２３６

３９８

１００

３，９２２

４５

２４，５２７

三池鉱山株式会社編『資料三池争議』（日本経営者団体連盟弘報部、１９６３年）１４頁。

俘虜

１，４０９

３９８

５７３

―

６１１

４３０

―

３，４２１

９４５

―

―

２８３

―

２００

―

１，４２８

４５

４，８９４

中国人

２，３４８

６２３

５８１

３８５

４４０

４３４

―

４，８１１

―

―

―

―

―

９９

―

９９

―

４，９００

朝鮮人

２，２９７

２，１９５

１，８５０

２，１３２

２，０５５

１，４１８

３８６

１２，３３８

１，２９７

４８

２１５

４００

２３６

９０

１００

２，３９５

―

１４，７３３

事業所

三池

田川

山野

砂川

芦別

美唄

新美唄

石炭山 計

神岡

大沢

阿蘇

三煉

彦島

日比

竹原

金属関係 計

三池

業種

石炭

金属

その他

総計

（１３）

戦
前
の
三
池
炭
鉱
と
朝
鮮
人
労
働
者
（
広
瀬
）

七
三
七



全
体
の
労
働
者
の
中
で
朝
鮮
人
は
一
九
四
〇
年
に
〇
・
二
％
か
ら
一
九
四
五
年
六
月
に
一
九
・
三

％
を
占
め
る
ま
で
に
高
ま
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
朝
鮮
人
は
四
坑
（
宮
浦
、
万
田
、
四
山
、
三
川
）
の
ど
こ
で
就
労
し
た
か
は
不
明
で

あ
る
。
表
６
は
一
九
五
六
年
一
二
月
に
三
井
鉱
山
が
朝
鮮
総
連
福
岡
県
大
牟
田
支
部
委
員
長
に
提

出
し
た
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
推
定
数
で
あ
る
た
め
、
信
憑
性
に
は
問
題
が
あ
る
。
た
だ
、
各
坑

別
の
数
字
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
朝
鮮
人
の
数
が
多
い
の
は
、
万
田
坑
、
三
川
坑
、
宮
浦
坑
、

四
山
坑
、
本
所
の
順
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
定
の
傾
向
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

三
池
鉱
山
全
体
に
関
す
る
詳
細
な
史
料
は
い
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
万
田
坑
に
つ

い
て
は
二
つ
の
史
料
が
あ
る
。
第
一
に
、
三
池
鉱
業
所
万
田
労
務
事
務
所
が
作
成
し
た
『
労
務
者

名
簿
』（
一
九
四
六
年
七
月
）
で
あ
る
。
史
料
に
付
け
ら
れ
た
「
第
二
号
表
付
記
」
に
は
動
員
さ

れ
た
朝
鮮
人
の
数
は
、
一
九
四
二
名
に
三
〇
九
名
、
一
九
四
三
年
に
六
〇
九
名
、
一
九
四
四
年
に

マ
マ

六
四
〇
名
、
一
九
四
五
年
に
一
一
〇
名
、
合
計
一
六
七
一
名
と
あ
る
。
こ
の
う
ち
死
者
は
三
七
名

（
公
傷
二
五
名
、
私
病
七
名
、
戦
死
五
名
）
で
あ

３１る
。
し
か
し
、
名
簿
を
分
析
し
た
武
松
輝
男
に

よ
れ
ば
、こ
の
史
料
に
は
実
際
に
は
一
七
三
八
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。こ
の
内
訳
は
、「
募

集
」
は
七
三
名
、「
官
斡
旋
」
は
一
三
七
九
名
、「
徴
用
」
は
二
八
六
名
で
あ
る
。
武
松
輝
男
が
作

表６・各坑別の朝鮮人数と寮数（１９５６年１２月報告）

寮

４ヶ所

３ヶ所

２ヶ所

８ヶ所

２ヶ所

２０ヶ所

三池鉱業所発、在日本朝鮮人総聯合会福岡県大牟田支部委員長宛文書。前掲書

『戦時外国人強制連行関係史料集』Ⅳ巻、１６００～１６０１頁。

総数

約５００名

約４００名

約７００名

約７５０名

約２５０名

約２，６００名

坑名

宮浦

四山

三川

万田

本所

総計

（１４）

七
三
八



成
し
た
表
７
に
よ
る
と
、
い
く
つ
か
の
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
に
、
分
類
、
内
訳
の
多
様
さ
で
あ
る
。
強
圧
の
中
と
は
い
え
、
朝
鮮
人
労

働
者
に
と
っ
て
多
く
の
選
択
肢
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
第
二
に
、「
逃
走
者
」
の
多
さ
で
あ
る
。
朝
鮮
人
一
七
三
八
名
の
う
ち
、「
逃
走
」

し
た
数
は
六
六
三
名
（
三
八
・
一
％
）
に
達
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
再
逃
走
」
が
一
名
、「
無
断
退
去
」
が
九
〇
名
も
い
る
。
第
三
に
、
災

害
に
よ
る
「
公
傷
死
亡
」
は
二
五
名
（
一
・
四
％
）、「
病
気
死
亡
」
は
六
名
、「
公
傷
」
は
二
名
で
あ

３２る
。

第
二
に
、
厚
生
省
勤
労
局
の
資
料
で
あ
る
。
竹
内
康
人
が
整
理
し
た
表
８
に
よ
る
と
、
一
九
四
二
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
に
一
六
八

表７・三池炭鉱万田坑に動員された朝鮮人
（１９４１～１９４５） 単位（名）

人数

７１３

１０

１

２

６６３

１

９０

８

８

２

２

１

７

１

４

２

８

１０

４１

２

１７

４

１

１６

３

２５

６

２

８０

１

１

７

１，７３８

武松輝男「原資料の整理ー朝鮮人強制連行」、「武松輝男資料」

（E２３）（福岡県大牟田市立図書館所蔵）。

内訳

不都合

自己都合

公傷

逃走

最逃走

無断退去

依頼自己都合

自己都合

病気依頼

自己都合

一時

病気

療養中

旅行不参

雇用解除

背信行為

怠慢

病気

依頼

不良

不都合

背信行為

送還

公傷

公傷死亡

病気死亡

戦災死亡

満期

帰化

不明

入営

分類

戦後解雇

解雇

逃走

離職

帰鮮

不就労

背信行為

送還

死亡障害

その他

合計

（１５）

戦
前
の
三
池
炭
鉱
と
朝
鮮
人
労
働
者
（
広
瀬
）

七
三
九



表
８
・
三
池
炭
鉱
万
田
坑
に
動
員
さ
れ
た
朝
鮮
人
（
１９４２

～
１９４５

）
単
位
（
名
）

解
放
後
解
雇

７２３１９３６５２２９４３５６９３９９３９２２１０６４０７２９５１４２

２３２４２３

７０９

厚
生
省
勤
労
局
『
朝
鮮
人
労
務
者
に
関
す
る
調
査
』、
竹
内
康
人
『
調
査
・
朝
鮮
人
強
制
労
働
①
炭
鉱
編
』（
社
会
評
論
社
、
２０１３

年
）
２３７
頁
。

記
述
不
明

１３１１８

徴
兵１１１１２１７

死
亡３１２２５２１２７１２１４１３５

満
期

５５１１１１４８０

送
還
・
帰
国

４８５２１２１２５６５９１４１５４１８４

逃
亡

２８３９５１６３０５１８１５４１１３５３６２１２０２４１２７１７２０４９３３８３７４０２５

７６２

出
身
道
郡

忠
南
牙
山
９０
、
他
９

忠
北
忠
州
５９
、
槐
山
８

江
原
原
州
５
、
他
１０

忠
南
保
寧
７０
、
扶
余
３
、
他
４

京
畿
楊
州
３０
、
驪
州
、
江
原
洪
州
６
、
他
７

黄
海
黄
州
２７
、
他
７２

京
畿
驪
州
７７
、
他
１９

京
畿
京
城
１３
、
他
７２

京
畿
水
原
８５
、
他
１２

京
畿
水
原
８５
、
他
７

江
原
蔚
珍
５８
、
他
１７

京
畿
京
城
１５
、
他
２９

慶
南
晋
陽
６０
、
他
１

慶
南
宣
寧
２９
、
他
１４

慶
南
晋
陽
２３

京
畿
京
城
６
、
他
４８

京
畿
京
城
１１
、
他
３４

京
畿
龍
仁
３８
、
広
州
２５

京
畿
京
城
７
、
他
２３

京
畿
平
沢
２９
、
安
城
２９
、
鎮
州
４
、
他
１７

京
畿
平
沢
５
、
安
城
２
、
他
１

慶
南
南
海
２０
、
全
北
金
堤
３４
、
高
敞
７９
、

淳
昌
２６
、
長
水
３３
、
他
１０

忠
南
公
州
２７
、
扶
余
２７
、
他
７

忠
南
大
徳
５９
、
他
５

全
南
南
海
１３
、
珍
島
１５
、
高
興
２０
、
他
１

数９８８２７７４９９９９８９２９７９２７５５４６１４３２３５４３５６３３０７９８２０２

６１６４４９

１
，６８３

年
月

１９４２
年
２
月

１９４２
年
９
月

１９４２
年
１１
月

１９ ４２
年
１２
月

１９４３
年
４
月

１９４３
年
４
月

１９４３
年
８
月

１９４３
年
９
月

１９４３
年
９
月

１９４３
年
１１
月

１９４３
年
１１
月

１９４４
年
１
月

１９４４
年
１
月

１９４４
年
２
月

１９４４
年
３
月

１９４４
年
４
月

１９４４
年
４
月

１９４４
年
６
月

１９４４
年
７
月

１９４４
年
７
月

１９４４
年
８
月

１９４４
年
１２
月

１９４５
年
１
月

１９４５
年
４
月

合
計

（１６）

七
四
〇



三
名
が
動
員
さ
れ
て
い
る
。
出
身
道
は
南
部
に
加
え
て
、
京
畿
、
黄
海
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
六
八
三
名
に
占
め
る
逃
亡
者
は
四
五
・
三

％
、
送
還
・
帰
国
は
五
・
〇
％
、
死
亡
は
二
・
一
％
、
徴
兵
は
〇
・
四
％
、
記
述
不
明
が
〇
・
四
％
、
解
放
後
帰
国
が
四
二
・
一
％
で
あ

る
。
こ
の
二
つ
の
史
料
の
五
五
名
の
違
い
と
項
目
の
比
率
の
違
い
は
何
に
由
来
す
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
逃
亡
率

は
三
八
・
一
〜
四
五
・
三
％
に
も
達
し
て
い
る
。
こ
の
万
田
坑
の
事
例
が
他
の
坑
に
も
該
当
し
た
の
か
ど
う
か
は
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
課

題
で
あ
る
。

（
２
）
朝
鮮
人
の
労
働
と
生
活

朝
鮮
人
、
中
国
人
、
俘
虜
は
三
池
鉱
業
所
の
四
坑
（
宮
浦
、
万
田
、
四
山
、
三
川
）
に
動
員
さ
れ
た
。
宮
浦
坑
は
一
八
八
七
年
に
開
始

し
た
。
万
田
坑
は
一
九
〇
二
年
に
開
坑
さ
れ
、
一
九
〇
八
年
に
第
二
竪
坑
の
竣
工
に
よ
っ
て
本
格
的
な
出
炭
を
開
始
し
た
。
四
山
坑
は
一

九
一
八
年
に
開
坑
を
開
始
し
、
一
九
二
三
年
か
ら
出
炭
を
開
始
し

３３た
。
日
中
戦
争
期
、
三
池
鉱
業
所
は
宮
浦
坑
、
万
田
坑
、
四
山
坑
に
依

存
し
て
出
炭
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
三
七
年
の
時
点
で
、
宮
浦
坑
は
一
九
四
七
年
ま
で
し
か
出
炭
を
望
め
ず
、
深
坑
の
四
山
坑
は
盤

圧
と
高
熱
・
ガ
ス
の
発
生
の
た
め
急
激
な
増
産
が
困
難
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
三
七
年
一
月
に
三
井
鉱
山
は
新
坑
（
三
川
坑
）
の
開

削
を
決
定
し
た
。
第
一
期
と
し
て
斜
坑
二
本
の
掘
削
、
一
日
当
た
り
二
五
〇
〇
ト
ン
出
炭
、
起
業
費
総
額
八
六
〇
万
円
の
計
画
を
立
て
、

同
年
九
月
に
起
工
し
た
。
一
九
四
〇
年
一
〇
月
か
ら
正
式
に
出
炭
を
開
始
し
た
。
三
川
坑
か
ら
の
出
炭
が
本
格
し
、
一
九
四
四
年
度
の
三

池
鉱
業
所
の
出
炭
は
四
〇
三
万
ト
ン
に
達
し
、
戦
前
の
最
高
を
記
録
し

３４た
。

一
九
四
〇
年
八
月
頃
か
ら
朝
鮮
人
の
動
員
が
始
ま
っ
た
た
め
、
同
年
一
一
月
、
大
牟
田
市
内
の
朝
鮮
人
数
が
激
増
し
た
。
大
牟
田
警
察

（１７）

戦
前
の
三
池
炭
鉱
と
朝
鮮
人
労
働
者
（
広
瀬
）

七
四
一



署
は
こ
れ
ら
の
朝
鮮
人
を
「
内
地
の
生
活
に
同
化
せ
し
め
」
る
た
め
、
一
二
月
一
三
日
か
ら
大
牟
田
市
、
大
牟
田
警
察
署
主
催
で
一
週
間
、

朝
鮮
人
婦
人
五
〇
名
の
和
服
洋
裁
講
習
会
を
第
一
公
会
堂
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ

３５た
。
こ
れ
以
降
も
し
ば
し
ば
、「
内
地
の
生
活
に
同

化
せ
し
め
る
」
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。
一
九
四
一
年
二
月
、「
大
牟
田
市
半
島
夜
学
青
年
学
校
」
の
開
所
式
が
行
わ
れ
た
。
朝
鮮
人
の
青

年
九
七
名
が
参
加
し
、
協
和
会
会
長
津
田
豊
作
の
「
激
励
の
辞
」
が
あ
っ
た
。
夜
間
青
年
学
校
の
期
間
は
三
ヶ
月
だ
っ

３６た
。
同
年
三
月
、

大
牟
田
市
第
二
校
で
開
催
し
た
「
半
島
人
夜
間
学
校
」
は
予
定
の
一
ヶ
月
（
当
初
は
二
ヶ
月
の
予
定
）
を
終
え
、
修
了
式
を
行
っ
た
。
当

初
は
朝
鮮
人
百
名
が
入
学
し
た
が
、
修
了
者
は
七
〇
名
だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
三
五
名
が
優
秀
な
商
品
授
与
者
だ
っ

３７た
。

一
九
四
三
年
八
月
一
日
か
ら
朝
鮮
に
も
徴
兵
制
度
が
適
用
さ
れ
た
。
同
日
、
大
牟
田
市
で
は
翼
賛
会
市
支
部
、
翼
賛
壮
年
団
の
共
催
で

「
壮
丁
士
気
昂
揚
大
会
」
が
笹
林
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
三
池
鉱
業
所
管
下
の
各
坑
、
事
務
所
の
「
壮
丁
士
気
昂
揚
大
会
」
が
大

牟
田
市
記
念
運
動
場
で
挙
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
八
月
三
日
に
は
三
川
坑
講
堂
で
朝
鮮
人
を
対
象
に
「
兵
制
実
施
記
念
映
画
祭
」
を
開
催

し
３８た

。
一
九
四
四
年
五
月
、
大
牟
田
市
、
大
牟
田
署
の
共
催
で
「
半
島
人
の
徴
兵
準
備
教
育
打
合
せ
会
」
を
大
牟
田
署
で
開
催
し
た
。
こ

れ
に
は
大
牟
田
、
三
池
、
山
門
、
三
潴
の
一
市
三
郡
内
の
兵
学
課
長
、
各
協
和
会
会
長
、
各
青
年
、
国
民
学
校
長
等
が
参
加
し
た
。
会
議

で
は
、
協
和
事
情
の
概
況
、
皇
民
化
施
策
と
協
和
教
育
に
関
し
、
講
習
と
打
合
せ
会
を
行
っ

３９た
。

三
池
炭
鉱
に
就
労
す
る
朝
鮮
人
に
関
し
て
、
新
聞
は
断
片
的
に
報
道
し
て
い
る
。
一
九
四
三
年
三
月
、
三
川
坑
で
は
「
半
島
戦
士
の
読

書
室
を
設
け
書
籍
や
新
聞
、
雑
誌
を
常
備
す
る
そ
う
な
、
ま
た
日
用
雑
貨
品
、
飲
食
物
の
売
店
も
計
画
中
」
と
い

４０う
。
宮
浦
坑
に
就
労
し

マ
マ

た
朝
鮮
人
の
第
四
協
和
寮
に
つ
い
て
、
一
九
四
四
年
四
月
時
点
で
次
の
よ
う
に
い
う
。「
こ
の
寮
生
は
○
年
間
の
勤
労
期
間
を
必
勝
の
信

（１８）

七
四
二



マ

マ

念
で
働
き
抜
く
べ
く
故
郷
を
遠
く
離
れ
て
来
山
し
た
○
○
名
が
一
丸
と
な
つ
て
米
英
撃
滅
の
増
炭
に
挺
身
敢
闘
し
て
ゐ
る
の
だ
、
少
年
か

ら
壮
年
ま
で
が
四
隊
を
編
成
、
増
産
に
邁
進
す
る
か
た
は
ら
上
村
寮
長
や
指
導
員
を
師
父
と
仰
ぎ
、
真
の
皇
国
民
た
ら
ん
と
明
け
く
れ
を

練
成
に
い
そ
し
む
姿
は
涙
ぐ
ま
し
い
ほ
ど
だ
」
と
伝
え

４１た
。
一
九
四
四
年
四
月
、
三
川
坑
、
万
田
坑
の
「
半
島
訓
練
隊
査
察
」
は
港
務
所

広
場
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
協
和
会
大
牟
田
支
部
長
（
警
察
署
長
）
は
成
績
優
良
な
訓
練
隊
に
賞
状
、
金
一
封
を
授
与
し

４２た
。

マ

マ

マ

マ

朝
鮮
人
の
「
増
産
美
談
」
と
し
て
、
次
の
二
つ
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。
三
川
坑
の
河
南
寮
に
い
る
江
崎
殷
水
は
京
畿
道
訪
仁
郡
出
身

で
あ
り
、
一
九
四
三
年
五
月
に
動
員
さ
れ
て
以
来
「
殆
ど
満
勤
で
思
想
健
実
性
質
素
行
善
良
で
隊
員
の
模
範
と
な
つ
て
い
る
」。
彼
は
三

月
一
六
日
に
採
炭
作
業
中
に
天
井
か
ら
ボ
タ
が
落
下
し
て
頭
部
に
一
週
間
の
打
撲
傷
を
負
っ
た
が
、「
こ
の
く
ら
い
の
傷
で
休
む
と
は
半

島
人
の
羞
じ
で
す
」
と
翌
日
か
ら
入
坑
し
た
。
こ
の
た
め
、「
一
般
隊
員
の
垂
範
行
為
と
し
て
表
彰
さ
れ
」
た
。
ま
た
、
万
田
坑
の
第
四

親
和
寮
の
京
城
隊
は
木
村
義
雄
を
隊
長
と
し
て
、
同
年
三
月
の
入
山
以
来
、
二
交
代
で
採
炭
、
支
柱
岩
積
の
補
助
作
業
に
当
た
っ
て
い
る
。

同
隊
員
の
平
川
東
雨
は
、「
映
画
で
前
線
戦
士
に
劣
ら
ぬ
や
う
な
鉱
員
の
真
摯
敢
闘
す
る
尊
い
姿
に
感
激
、
両
親
を
説
き
ふ
せ
て
参
加
」
し

た
と
い

４３う
。

三
池
炭
鉱
で
の
朝
鮮
人
の
就
労
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
一
九
四
三
年
一
二
月
、
厚
生
省
の
石
井
生
活
局
長
、
福
岡
県
協
和
会
幹
部
ら

は
大
牟
田
市
を
訪
問
し
、
朝
鮮
人
の
寮
、
宿
舎
を
訪
問
し
、
激
励
慰
問
を
行
っ

４４た
。
ま
た
、
朝
鮮
総
督
府
の
労
働
官
僚
で
あ
る
宮
孝
一
（
一

九
〇
七
〜
不
明
）
も
現
場
を
訪
問
し
て
い

４５る
。
朝
鮮
人
の
大
量
移
入
に
つ
い
て
、
直
接
治
安
警
備
に
あ
た
る
大
牟
田
警
察
署
は
不
安
を

持
っ
て
い
た
。
一
九
四
一
年
二
月
、
大
牟
田
市
で
は
労
働
者
不
足
が
深
刻
に
な
っ
た
。
こ
の
事
情
を
背
景
に
朝
鮮
人
の
雇
用
が
大
き
な
争

（１９）

戦
前
の
三
池
炭
鉱
と
朝
鮮
人
労
働
者
（
広
瀬
）
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四
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点
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
大
牟
田
警
察
署
の
意
向
は
、「
来
〔
大
〕
牟
〔
田
〕
し
た
半
島
人
の
斡
旋
は
す
る
も
積
極
的
に
は
乗
出
せ
な
い

立
場
に
あ
り
」
と
答
え

４６た
。

表
４
に
示
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
寮
は
二
〇
ヶ
所
で
あ
る
。
武
松
輝
男
は
こ
の
う
ち
一
六
ヶ
所
の
寮
（
合
宿
所
、
社
宅
）
を
明
ら
か
に
し
た
。

つ
ま
り
、
原
万
田
導
僧
、
平
野
山
三
池
（
訓
練
所
）、
同
（
社
宅
）、
今
井
埋
立
地
、
新
港
社
宅
、
宮
山
町
（
協
和
寮
）、
馬
渡
社
宅
、
西

原
社
宅
、
四
山
社
宅
、
銀
水
田
隈
社
宅
（
三
棟
）、
新
港
社
宅
ク
ラ
ブ
、
四
山
社
宅
（
グ
ラ
ン
ド
南
）、
大
谷
社
宅
（
万
田
）、
古
庄
原
（
第

一
丸
館
主
所
有
）、
西
浜
田
社
宅
（
三
棟
）、
平
原
町
（
染
料
）
で
あ

４７る
。
こ
の
う
ち
、
一
〇
ヶ
所
（
馬
渡
収
容
所
、
宮
原
第
一
協
和
寮
、

原
万
田
導
僧
収
容
寮
、
西
原
収
容
寮
、
四
山
収
容
所
、
今
井
第
二
大
和
寮
、
新
港
ク
ラ
ブ
収
容
所
、
新
港
社
宅
収
容
所
、
露
頭
坑
大
谷
訓

練
所
収
容
寮
、
露
頭
坑
大
谷
訓
練
所
）
の
位
置
と
建
造
物
、
間
取
り
等
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
武
松
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
の

４８で
、
こ
こ

で
は
省
略
す
る
。

馬
渡
社
宅
の
押
入
れ
の
壁
に
は
、
朝
鮮
人
が
書
い
た
と
思
わ
れ
る
「
京
キ
道
長
湍
郡
長
道
面
本
村

高
陽
郡

驪
州
郡
」
な
ど
の
墨
書

き
が
残
っ
て
い
た
。
す
で
に
馬
渡
社
宅
は
解
体
さ
れ
た
が
、
墨
書
の
壁
は
大
牟
田
市
石
炭
産
業
科
学
館
に
保
存
さ
れ
て
い

４９る
。
お
そ
ら
く

彼
ら
の
出
身
地
の
地
名
で
あ
ろ
う
。

朝
鮮
人
労
働
者
を
直
接
管
理
・
統
制
し
た
の
は
世
話
方
と
労
務
係
で
あ
る
。
世
話
方
制
度
と
は
、「
社
宅
内
を
区
画
し
、
担
当
世
話
方

を
設
け
、
坑
夫
の
出
勤
督
励
、
逃
亡
防
止
を
行
わ
せ
、
家
族
構
成
の
内
容
、
縁
故
お
よ
び
思
想
関
係
な
ど
を
詳
細
に
わ
た
っ
て
調
査
票
を

作
製
し
、
労
働
者
対
策
の
基
本
資
料
と
し
た
。
そ
の
た
め
鉱
夫
の
日
常
行
動
、
生
活
状
態
は
完
全
に
掌
握
さ
れ
、
ど
ん
な
つ
ま
ら
な
い
問

（２０）
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マ

マ

題
も
た
だ
ち
に
労
働
係
に
報
告
さ
れ

５０た
」
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
世
話
方
が
朝
鮮
人
担
当
の
労
務
係
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

万
田
坑
内
の
労
務
係
で
、
前
述
し
た
麓
武
英
は
、
世
話
方
・
労
務
係
の
実
態
を
次
の
よ
う
に
言
う
。「
世
界
大
戦
の
勃
発
と
共
に
石
炭

の
需
要
は
益
々
た
か
ま
っ
て
き
ま
し
た
の
で
募
集
は
朝
鮮
、
中
国
人
俘
虜
に
ま
で
及
ん
で
来
ま
し
た
。
当
時
そ
れ
ら
の
炭
鉱
労
務
者
は
実

に
哀
れ
な
も
の
で
、
若
し
出
役
を
拒
む
よ
う
な
者
で
も
あ
る
と
戸
口
で
し
か
も
家
族
の
前
だ
ろ
う
が
お
構
い
な
し
に
撲
る
と
い
う
よ
う
な

残
酷
な
仕
打
ち
で
督
励
し
て
い
た
も
の
で
す
。
又
そ
の
く
ら
い
で
き
る
人
で
な
い
と
世
話
方
（
労
務
係
と
も
呼
ぶ
人
夫
監
督
）
に
採
用
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
然
し
な
が
ら
私
は
只
の
一
度
も
朝
鮮
人
を
た
た
い
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
田
人
事
で
朝
鮮
人
八
寮
・
二
千
人
を
担

当
し
た
時
、
私
は
暴
力
を
振
る
っ
て
の
朝
鮮
人
指
導
を
絶
対
に
禁
じ
ま
し
た
。
当
時
は
警
官
も
朝
鮮
人
指
導
に
は
と
か
く
暴
力
を
振
る
い

勝
ち
で
し
た
が
た
と
え
署
長
で
も
「
打
っ
た
」
と
い
う
事
が
あ
っ
た
ら
絶
対
承
服
し
難
い
と
の
決
意
を
示
し
ま
し
た
。「
朝
鮮
人
も
同
じ

人
間
で
あ
る
。
子
供
だ
っ
て
大
人
が
叱
る
と
反
撥
す
る
し
可
愛
が
っ
て
や
る
と
よ
く
な
つ
い
て
く
る
。
同
じ
働
か
せ
る
な
ら
可
愛
が
っ
て

気
持
ち
よ
く
働
く
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
話
し
警
察
側
も
諒
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
朝
鮮
人
も
そ
れ
を
聞
き
麓
部
隊
長
の

い
わ
れ
る
こ
と
な
ら
と
喜
ん
で
働
き
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
出
役
を
示
し
、
日
本
で
一
番
よ
い
成
績
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
伝
え
聞
い
て
田

川
、
山
野
坑
か
ら
も
「
朝
鮮
人
指
導
の
こ
つ
」
と
い
う
の
を
私
の
処
に
聞
き
に
く
る
と
い
う
程
で
し

５１た
」
と
い
う
。
こ
の
証
言
か
ら
世
話

方
、
労
務
係
、
警
察
が
朝
鮮
人
を
日
常
的
に
殴
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
麓
は
三
池
炭
鉱
で
差
別
さ
れ
続
け
た
鹿
児
島
県
与
論
島
出
身

者
で
あ
る
た
め
、
朝
鮮
人
に
あ
る
種
の
同
情
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
麓
は
そ
の
温
情
主
義
に
よ
っ
て
、
増
産
を
あ
る
程
度
達
成
し
た

と
い
え
る
。
し
か
し
、
麓
の
こ
の
証
言
は
全
面
的
に
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（２１）

戦
前
の
三
池
炭
鉱
と
朝
鮮
人
労
働
者
（
広
瀬
）

七
四
五



ま
た
、
阿
具
根
登
（
一
九
一
二
〜
二
〇
〇
四
）（
後
に
社
会
党
参
議
院
議
員
）
も
労
務
係
に
な
っ
た
。
阿
具
根
は
後
に
、「
配
給
の
仕
事

を
続
け
て
い
た
ら
、
会
社
の
労
務
か
ら
白
羽
の
矢
を
立
て
ら
れ
、（
労
務
に
来
て
く
れ
な
い
か
）
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
一
般
の
人
に
は

知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
当
時
の
三
井
鉱
山
の
労
務
と
い
う
の
は
、
会
社
機
構
の
中
で
も
一
種
の
独
立
し
た
部
門
に
な
っ
て
い
て
、
労
務
係

長
と
い
え
ば
鉱
長
と
対
等
の
扱
い
を
受
け
た
位
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
当
時
、
人
夫
不
足
か
ら
宮
浦
坑
だ
け
で
も
強
制
連
行
さ
れ
た
中
国

人
労
務
者
が
四
、
五
百
人
、
朝
鮮
人
労
務
者
が
五
百
人
ば
か
り
働
い
て
お
り
、
そ
の
う
ち
中
国
人
の
指
導
を
私
に
や
ら
せ
よ
う
と
い
う
こ

と
だ
っ

５２た
」
と
回
顧
し
て
い
る
。

朝
鮮
人
労
働
者
に
対
す
る
現
場
で
の
「
処
罰
」
と
し
て
は
、
青
竹
の
上
に
座
ら
せ
る
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
で
作
っ
た
ベ
ル
ト
で
の
殴

打
、
水
拷
問
の
三
つ
の
方
法
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
実
態
を
武
松
輝
男
は
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。「
膝
の
う
し
ろ
に
青
竹
を
挟
ま

せ
て
座
ら
せ
る
こ
と
が
よ
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
非
常
に
痛
い
。
試
し
に
直
径
五
セ
ン
チ
程
度
の
青
竹
を
、
と
く
に
節
の
と
こ

ろ
が
膝
の
裏
に
く
る
よ
う
に
挟
ん
で
座
っ
て
み
る
と
よ
く
わ
か
る
。
こ
れ
を
一
時
間
も
二
時
間
も
や
ら
さ
れ
た
ら
膝
の
関
節
を
無
理
に
は

ず
す
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
、
そ
れ
こ
そ
耐
え
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。（
中
略
）
ベ
ル
ト
で
叩
か
れ
る
と
、
ズ
シ
ッ
と
肉
ま
で

滲
み
透
る
よ
う
な
重
い
痛
み
が
あ
る
。
ベ
ル
ト
を
裁
断
す
る
と
ゴ
ム
と
は
い
え
角
が
鋭
っ
て
い
る
。
裸
な
ら
皮
を
切
る
。
叩
く
者
は
握
る

と
こ
ろ
に
布
を
巻
い
て
、
滑
り
止
め
と
痛
み
止
め
と
怪
我
止
め
を
し
、
そ
の
ベ
ル
ト
で
叩
い
て
い
る
。
木
剣
は
叩
い
た
場
合
、
肩
と
す
る

と
接
点
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
し
か
し
ベ
ル
ト
と
な
る
と
そ
う
は
い
か
な
い
。
嫋
や
か
だ
か
ら
、
背
の
方
か
ら
叩
く
と
胸
ま
で
、
正
面
か
ら

叩
く
と
背
中
ま
で
纏
り
つ
く
よ
う
に
接
点
を
広
げ
て
い
く
。（
中
略
）
水
道
の
ホ
ー
ス
を
口
に
銜
え
さ
せ
、蛇
口
の
栓
を
開
け
て
い
る
。ホ
ー

（２２）
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ス
か
ら
出
て
く
る
水
を
飲
ま
な
い
と
鼻
に
出
る
。
鼻
に
出
る
と
息
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
飲
む
。
す
る
と
腹
が
ふ
く
れ
る
。
そ
の
腹
を
な

ぐ
５３る

」
と
い
う
。
引
用
は
示
し
て
い
な
い
が
、
朝
鮮
人
や
日
本
人
労
働
者
の
証
言
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

新
聞
記
事
は
美
談
ば
か
り
で
実
態
を
伝
え
て
い
な
い
が
、『
特
高
月
報
』
等
に
よ
れ
ば
実
際
に
は
三
池
炭
鉱
で
朝
鮮
人
に
よ
る
七
件
の

紛
争
が
発
生
し
た
。
第
一
に
、
一
九
四
三
年
一
月
、
四
山
坑
で
「
朝
鮮
人
労
務
者
一
名
が
昇
降
車
乗
用
に
際
し
、
序
列
を
乱
し
先
に
乗
車

せ
ん
と
せ
る
を
以
て
、
内
地
人
労
務
者
が
詰
問
せ
る
に
反
抗
せ
る
を
以
て
之
を
殴
打
し
た
る
に
発
端
し
、
朝
鮮
人
労
務
者
百
十
六
名
は
右

内
地
人
に
瀕
死
の
重
傷
を
加
へ
た
り
。
所
轄
署
に
て
主
謀
者
十
六
名
を
検
挙
す
る
や
、
他
の
九
十
名
は
釈
放
を
要
求
し
怠
業
せ
り
」
と
の

事
態
で
あ
る
。
特
高
は
「
検
束
者
中
、
特
に
悪
質
な
る
八
名
は
送
還
し
た

５４り
」
と
い
う
。
発
端
は
日
本
人
に
よ
る
殴
打
で
あ
る
。

第
二
に
、
一
九
四
三
年
六
月
、
三
池
鉱
業
所
で
「
事
務
所
外
に
て
内
地
人
指
導
員
と
朝
鮮
人
訓
練
隊
長
と
の
喧
嘩
を
目
撃
し
居
り
た
る

右
訓
練
隊
長
所
属
朝
鮮
人
労
務
者
は
隊
長
に
加
勢
、
右
指
導
員
に
暴
行
す
べ
く
事
務
所
を
襲
撃
し
、
窓
硝
子
多
数
を
破
壊
し
た
り
」
と
い

う
。
こ
れ
に
は
四
五
名
の
朝
鮮
人
が
参
加
し
、
特
高
は
「
主
謀
者
七
名
を
検
挙
厳
論
釈
放
せ
り
」
と
い

５５う
。

第
三
に
、
一
九
四
三
年
九
月
、
五
〇
〇
名
の
朝
鮮
人
が
就
労
す
る
四
山
坑
で
、「
職
場
の
変
更
を
命
ぜ
ら
れ
た
る
移
入
労
務
者
の
態
度

横
柄
な
る
よ
り
内
地
人
労
務
係
員
が
殴
打
し
た
る
を
以
て
偶
同
所
に
居
合
わ
せ
る
朝
鮮
人
通
訳
の
指
令
に
よ
る
も
の
と
誤
解
し
同
僚
朝
鮮

人
五
名
と
共
に
右
通
訳
を
殴
打
し
た
り
」
と
い

５６う
。
こ
れ
も
発
端
は
日
本
人
に
よ
る
殴
打
で
あ
る
。

第
四
に
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
、
宮
原
坑
の
第
四
協
和
寮
で
京
畿
道
広
州
隊
の
山
本
栄
均
、
広
村
殷
教
な
ど
朝
鮮
人
五
五
名
が
同
寮
舎

監
の
上
村
友
介
、
補
導
員
の
松
本
節
夫
、
緒
方
敏
行
を
暴
行
す
る
事
件
が
発
生
し
た
。
発
端
は
山
本
が
二
番
方
と
し
て
入
坑
し
よ
う
と
し

（２３）

戦
前
の
三
池
炭
鉱
と
朝
鮮
人
労
働
者
（
広
瀬
）
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た
が
、「
同
日
割
当
ら
れ
た
る
作
業
場
所
が
前
日
と
同
一
箇
所
に
し
て
暑
気
が
激
し
く
作
業
に
耐
え
ず
と
申
し
立
て
、
作
業
箇
所
の
変
更

方
を
申
し
出
た
」
が
、
係
員
が
こ
れ
を
無
視
し
た
こ
と
で
あ
る
。
山
本
は
そ
の
ま
ま
現
場
を
離
れ
、
飲
酒
の
後
、
午
後
三
時
頃
帰
寮
し
た
。

マ
マ

上
村
舎
監
は
山
本
を
殴
打
し
た
た
め
、「
此
の
棒
に
て
俺
を
殺
し
て
呉
」
と
大
声
を
発
し
、
こ
れ
に
気
づ
い
た
広
州
隊
の
朝
鮮
人
五
〇
余

名
が
事
務
所
前
に
集
ま
り
、
特
に
八
名
は
上
村
舎
監
な
ど
に
暴
行
を
加
え
た
。
主
犯
の
広
村
等
二
二
名
が
検
束
さ
れ

５７た
。

第
五
に
、
三
池
炭
鉱
で
長
年
差
別
を
受
け
て
い
た
与
論
島
出
身
者
と
朝
鮮
人
の
間
で
紛
争
が
起
き
た
。
与
論
島
出
身
の
川
畑
里
住
は
一

九
四
五
年
五
月
五
日
の
日
記
に
、「
青
年
、
梅
花
、
町
秀
雄
等
、
半
島
人
を
金
比
羅
神
社
前
に
於
て
な
ぐ
る
。
三
川
坑
寮
の
多
数
の
半
島

人
が
新
港
寮
に
襲
来
、
青
年
隊
を
動
員
し
て
応
戦
の
用
意
（
同
一
服
装
に
木
剣
）。
正
に
双
方
激
突
の
寸
前
、
三
川
派
出
所
よ
り
原
田
刑

事
及
び
巡
査
防
戦
に
つ
と
む
。
三
川
坑
よ
り
青
山
氏
他
、
港
務
所
よ
り
自
分
が
立
ち
会
い
、
大
牟
田
警
察
署
に
於
い
て
協
議
、
和
解
成
な

る
。
犠
牲
者
な
し
」
と
あ
る
。
当
事
者
の
町
秀
雄
は
後
に
、「
あ
の
頃
、
私
た
ち
は
内
地
の
人
か
ら
け
い
べ
つ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に

戦
時
中
、
与
論
島
か
ら
来
た
人
た
ち
の
子
供
が
ヨ
ー
ロ
ン
、
ヨ
ー
ロ
ン
と
い
っ
て
い
じ
め
ら
れ
（
中
略
）
そ
ん
な
気
持
ち
が
反
発
と
な
っ

て
朝
鮮
人
に
向
け
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い

５８る
。
こ
れ
も
発
端
は
日
本
人
に
よ
る
殴
打
で
あ
る
。

第
六
に
、
朝
鮮
人
同
士
の
集
団
暴
行
事
件
で
あ
る
。
一
九
四
三
年
一
〇
月
、
宮
原
坑
の
第
一
協
和
寮
で
朝
鮮
人
が
賭
博
を
行
い
、
こ
の

こ
と
で
本
田
相
台
（
京
城
隊
）
が
徳
山
秉
善
（
遂
安
隊
）
を
暴
行
し
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
遂
安
隊
が
本
田
に
復
讐
し
よ
う
と
し
た
。
遂
安

隊
隊
長
の
大
山
炳
玉
と
京
城
隊
隊
長
の
金
井
泰
元
は
和
解
を
目
指
す
が
、
徳
山
が
本
田
を
刺
し
た
。
こ
れ
に
怒
っ
た
京
城
隊
の
芳
山
光
雄

等
三
四
名
が
遂
安
隊
隊
長
の
大
山
と
同
班
長
の
清
水
永
吉
に
暴
行
を
加
え
た
。
芳
山
等
八
名
が
取
調
べ
を
受
け

５９た
。

（２４）
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第
七
に
、
朝
鮮
人
同
士
の
集
団
暴
行
事
件
で
あ
る
。
一
九
四
四
年
五
月
、
四
山
坑
（
朝
鮮
人
は
八
九
五
名
）
で
稼
動
中
の
京
城
第
二
隊

マ

マ

隊
長
の
金
某
は
「
出
勤
不
良
な
る
所
属
隊
員
佳
某
を
訓
戒
せ
し
も
肯
ん
ぜ
ず
却
て
反
抗
的
態
度
に
出
た
る
を
以
て
立
腹
の
余
り
ベ
ル
ト
に

て
殴
打
せ
り
。
之
を
聞
知
せ
る
林
外
一
名
は
、
平
素
金
隊
長
に
反
感
を
抱
き
居
り
た
る
為
、
同
僚
鮮
人
六
十
数
名
を
扇
動
し
大
挙
し
て
右

隊
長
を
襲
ひ
暴
行
を
加
へ
た

６０り
」
と
い
う
。

こ
う
し
た
各
種
紛
争
事
件
等
で
検
挙
さ
れ
た
朝
鮮
人
に
は
、
特
高
に
よ
っ
て
拷
問
が
加
え
ら
れ
た
。
上
甲
米
太
郎
（
一
八
九
〇
〜
一
九

八
七
）
は
特
高
が
朝
鮮
人
に
加
え
た
拷
問
を
目
撃
し
た
。
在
朝
日
本
人
の
上
甲
は
一
九
三
〇
年
に
教
育
社
労
働
組
合
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た

後
、
し
ば
ら
く
朝
鮮
で
生
活
す
る
。
特
高
の
勧
め
に
よ
り
、
一
九
四
一
年
に
太
平
洋
炭
鉱
釧
路
港
鉱
業
所
に
朝
鮮
人
の
労
務
係
と
し
て
赴

任
し
た
。
一
九
四
四
年
に
三
池
炭
鉱
に
朝
鮮
人
五
〇
〇
名
と
と
も
に
配
転
に
な
っ
た
。
上
甲
は
三
池
炭
鉱
時
代
を
次
の
よ
う
に
回
顧
し
た
。

「
朝
鮮
労
務
者
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
池
は
北
海
道
に
比
べ
て
、
何
か
と
よ
く
扱
っ
て
く
れ
た
の
で
私
と
し
て
は
大
し
て
心
に
強

く
残
っ
て
い
る
も
の
が
無
い
の
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
私
が
来
て
か
ら
、
私
の
提
案
は
た
い
て
い
採
用
さ
れ
た
の
で
そ
の
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。（
中
略
）
終
戦
の
前
の
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
万
田
坑
で
何
か
事
件
が
あ
り
荒
尾
署
の
特
高
で
調
べ
た
事
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
時
一
人
、
馬
鹿
な
様
な
、
日
本
語
の
分
か
ら
ぬ
男
が
共
犯
と
し
て
留
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
通
訳
を
た
の
ま
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
内
容
の
全
ぼ
う
は
分
か
り
か
ね
る
の
で
す
が
、
主
犯
が
日
本
は
も
う
負
け
る
の
だ
と
言
っ
た
と
か
言
う
程
度
の
も
の
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
拷
問
と
い
っ
て
も
大
し
た
事
で
は
無
か
っ
た
様
で
す
が
、
私
は
見
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
肛
門
に
、
サ
サ
ラ
の
筆
を
つ

き
込
ん
で
ひ
ね
り
廻
し
た
り
、
寒
い
時
で
し
た
が
、
ハ
ダ
カ
に
し
て
せ
な
か
に
水
を
吹
き
か
け
、
う
ち
わ
で
あ
お
ぐ
の
で

６１す
」。
こ
の
よ

（２５）
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う
に
、
特
高
の
朝
鮮
人
に
対
す
る
拷
問
は
過
酷
だ
っ
た
。

表
７
、
表
８
で
示
し
た
よ
う
に
、
朝
鮮
人
労
働
者
は
過
酷
な
労
働
現
場
か
ら
逃
亡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
抵
抗
し
た
。
一
九
四
三
年
一
二

月
に
福
岡
県
協
和
会
は
「
朝
鮮
人
移
入
労
働
者
移
動
防
止
対
策
」
を
ま
と
め
た
。
こ
れ
は
事
業
所
側
が
申
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
池
炭

鉱
に
関
し
て
は
、「
訓
練
ノ
徹
底
強
化
ニ
努
メ
ヨ
」、「
労
務
係
ノ
行
フ
訓
練
ト
現
場
等
デ
行
フ
作
業
訓
練
ト
ノ
連
絡
ト
其
ノ
強
化
徹
底
」、

「
労
務
指
導
員
ノ
指
導
力
強
化
向
上
」、「
移
動
防
止
ハ
全
坑
一
丸
ト
ナ
ツ
テ
努
力
ス
ベ
シ
」、「
ブ
ロ
ー
カ
ー
ヲ
徹
底
処
罰
ス
ル
ト
共
ニ
之

ニ
ヨ
ツ
テ
雇
傭
シ
タ
ル
事
業
主
ノ
事
業
ヲ
中
止
セ
シ
ム
ベ
シ
」、「
土
建
及
日
傭
労
務
者
ノ
賃
金
取
締
」、「
協
和
会
手
帖
ノ
運
営
ヲ
徹
底
シ

シ
メ
ヨ
」「
二
重
交
付
ヲ
為
サ
ザ
ル
コ
ト
」
等
で
あ

６２る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
過
酷
な
待
遇
を
改
善
す
べ
き
内
容
が
盛
ら
れ
て
い
な
い
た

め
、
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

逃
亡
し
な
く
て
も
朝
鮮
人
が
い
か
に
労
働
現
場
か
ら
離
れ
た
か
っ
た
か
は
、「
官
斡
旋
」
の
期
間
満
期
時
の
統
計
で
わ
か
る
。
石
炭
統

制
会
労
務
部
が
ま
と
め
た
三
池
炭
鉱
の
一
九
四
四
年
四
月
か
ら
一
九
四
五
年
三
月
ま
で
の
「
満
期
帰
郷
朝
鮮
人
数
」
は
六
〇
二
名
で
あ

り
、「
官
斡
旋
」
以
外
の
朝
鮮
人
は
二
四
名
だ
っ
た
。
石
炭
統
制
会
労
務
部
は
「
滅
耗
数
」
は
一
九
九
名
と
し
、
さ
ら
な
る
「
帰
国
予
定

者
」
を
四
〇
三
名
と
見
て
い

６３た
。

一
史
料
に
よ
れ
ば
、
三
池
炭
鉱
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
死
亡
者
（
一
九
四
一
〜
一
九
四
五
年
）
は
三
四
名
で
あ
る
。
年
度
別
に
見
る
と
、

一
九
四
一
年
が
〇
名
、
一
九
四
二
年
が
一
名
、
一
九
四
三
年
が
六
名
、
一
九
四
四
年
が
一
一
名
、
一
九
四
五
年
が
一
六
名
で
あ
り
、
年
々

死
者
が
増
え
て
い
る
。
世
代
別
に
見
る
と
、
二
〇
名
が
一
八
名
、
三
〇
代
が
一
三
名
、
四
〇
代
が
二
名
で
あ
る
。
出
身
道
別
に
見
る
と
、

（２６）
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京
畿
が
一
九
名
、
忠
南
が
五
名
、
慶
南
が
三
名
、
黄
海
が
二
名
、
江
原
・
咸
南
・
忠
北
・
全
北
・
慶
北
が
各
々
一
名
で
あ
る
。
お
そ
ら
く

京
畿
道
か
ら
の
連
行
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ

６４る
。
た
だ
、
表
６
で
見
た
よ
う
に
、
万
田
坑
の
死
者
（
一
九
四
二
〜
一
九
四
五
年
）
が
三
五

名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
実
際
の
死
亡
者
は
こ
の
数
の
三
〜
四
倍
程
度
と
推
定
す
る
。
し
か
も
、
こ
の
死
亡
者
と
は
直
接
的
な

死
亡
者
で
あ
り
、
関
連
す
る
死
亡
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
見
る
。
石
炭
統
制
会
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
四
年
一
月
現

在
、
三
池
炭
鉱
に
就
労
す
る
朝
鮮
人
は
三
一
二
八
名
で
あ
る
。「
業
務
上
死
傷
病
者
」
は
一
〇
四
名
（
一
・
五
％
）
で
あ
る
。
し
か
し
、「
業

務
外
死
傷
病
者
」
は
一
八
二
名
（
五
・
九
％
）
で
あ
り
、「
業
務
上
死
傷
病
者
」
の
一
・
八
倍
で
あ

６５る
。
こ
の
両
者
の
違
い
は
明
確
で
は

な
い
が
、「
業
務
外
死
傷
病
者
」
ま
で
加
え
れ
ば
、
そ
の
数
は
さ
ら
に
高
か
っ
た
と
推
定
す
る
。

（
３
）
朝
鮮
人
・
日
本
人
の
証
言

会
社
文
書
や
新
聞
記
事
か
ら
は
朝
鮮
人
労
働
者
の
実
態
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
実
際
に
体
験
し
た
朝
鮮
人
、
日
本
人
の
証
言
を

見
て
み
る
。
三
池
炭
鉱
の
労
働
と
生
活
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
人
に
よ
る
六
件
、
日
本
人
に
よ
る
一
件
の
証
言
が
あ
る
。

一
九
四
〇
年
四
月
、
李
康
元
（
平
北
）
は
下
関
に
上
陸
し
た
。
時
期
と
し
て
は
、「
募
集
」
で
あ
る
。
彼
は
動
員
の
実
態
と
四
山
坑
で

の
リ
ン
チ
を
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。「
ワ
ラ
ビ
で
も
何
で
も
芽
の
あ
る
物
を
栄
養
に
な
る
か
ら
っ
て
ん
で
、
出
か
け
た
ん
で
す
よ
。

そ
し
た
ら
呼
び
止
め
ら
れ
て
、「
こ
れ
か
ら
日
本
へ
行
く
ん
だ
。
今
日
決
ま
っ
た
ん
だ
。」
と
有
無
も
な
い
。
家
へ
も
帰
さ
れ
ず
、
何
と
頼

ん
で
も
ダ
メ
。
結
局
、
ひ
と
目
合
う
こ
と
も
見
る
こ
と
も
な
く
、
妹
達
と
は
、
そ
れ
っ
き
り
に
な
り
ま
し
た
。（
中
略
）
里
か
ら
郡
に
送

ら
れ
て
、
そ
こ
か
ら
、
あ
の
格
好
―
兵
隊
じ
ゃ
な
く
て
、
エ
ー
…
…
戦
闘
帽
だ
の
脚
絆
だ
の
着
換
え
て
、
釜
山
か
ら
連
絡
船
に
揺
ら
れ
た
。
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西
も
東
も
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。
着
い
た
ら
タ
ン
コ
ォ
。
三
ツ
井
四
ツ
山
坑
で
し
た
。
い
ー
っ
ぱ
い
寮
が
あ
っ
て
、
有
刺
鉄
線
で
囲
ん

で
、
石
塀
が
続
い
て
た
。
海
の
上
に
ポ
ツ
ン
と
。
え
ぇ
、
島
で
す
。
皆
な
一
人
で
、
妻
子
持
ち
の
人
も
中
に
は
い
た
け
ど
、
同
胞
で
所
帯

持
ち
で
い
る
人
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。（
中
略
）
名
札
を
つ
け
て
、
も
っ
と
も
そ
の
名
前
だ
っ
て
そ
う
呼
ば
れ
な
い
。
炭
礦
で
は
何

処
で
も
、
朝
鮮
人
と
は
言
わ
な
い
ん
で
す
か
ら
、「
半
島
」
呼
ば
わ
り
で
、
さ
ん
ざ
ん
、
こ
づ
き
廻
さ
れ
ま
し
た
。
道
具
も
、
そ
の
つ
ど
、

入
坑
直
前
に
渡
さ
れ
て
、「
皇
国
臣
民
…
…
」
を
暗
誦
す
る
ん
で
す
。
熱
あ
っ
て
も
休
め
な
い
。
休
む
と
、
寮
事
務
所
へ
連
れ
て
ゆ
か
れ

る
。
殴
っ
て
殴
っ
て
、
そ
れ
も
ム
チ
で
、
完
全
に
意
識
不
明
に
な
る
ま
で
ブ
ン
殴
る
。
水
か
け
て
は
ブ
ッ
叩
い
て
、
ま
た
殴
る
。
事
務
所

の
前
で
、
見
せ
し
め
で
す
。
そ
れ
と
か
、
竹
の
割
っ
た
上
に
座
ら
せ
て
重
い
板
を
膝
に
乗
っ
け
て
、
そ
の
上
か
ら
大
ー
き
い
石
を
置
く
。

そ
う
ゆ
う
目
に
遭
っ
て
、「
カ
タ
ワ
」
に
な
っ
た
の
が
何
人
も
出
ま
し
た
。
こ
ん
な
酷
い
目
に
遭
う
か
ら
逃
亡
が
な
く
な
ら
な
い
。
そ
こ

に
い
る
よ
り
は
マ
シ
だ
っ
た
ん
で
す
よ
、
他
の
方
が
。
私
だ
っ
て
結
局
、
逃
げ
出
し
た
ん
だ
か

６６ら
」
と
い
う
。

李
康
元
は
四
山
坑
で
の
労
働
を
、
次
の
よ
う
に
回
顧
す
る
。「
地
下
の
深
ー
い
所
で
泥
に
入
っ
て
、
か
き
出
し
て
ト
ロ
に
積
む
。
服
な

ん
て
す
ぐ
し
み
ち
ゃ
っ
て
、
べ
ト
ー
ッ
と
し
て
く
る
し
、
冷
え
て
冷
え
て
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
、
お
ま
け
に
暗
い
ー
で
す
よ
。
天
井
は

低
い
し
。
そ
れ
を
先
山
の
奴
、
見
下
ろ
し
て
は
、「
も
っ
と
深
く
へ
入
れ
！
入
ら
ん
か
」
と
、
怒
鳴
る
。「
な
に
、
そ
ん
な
事
言
う
な
ら
お

前
も
俺
等
と
一
緒
に
入
れ
！
」
て
、
一
度
ひ
っ
ぱ
り
込
ん
だ
こ
と
あ
り
ま
す
よ
。
後
す
ご
く
お
っ
か
な
が
っ
て
た
。
時
々
、
死
人
が
浮
い

て
く
る
。
そ
ん
な
所
に
い
た
ら
考
え
る
の
は
、「
ど
う
せ
死
ぬ
。
い
ず
れ
死
ぬ
ん
だ
か
ら
、
逃
げ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
」
っ
て
事
で

６７す
」。

一
九
四
一
年
（
月
は
不
明
）、
沈
載
吉
（
京
畿
道
驪
州
郡
）
は
「
募
集
」
に
よ
っ
て
動
員
さ
れ
た
。「
村
の
役
所
か
ら
役
人
が
三
人
や
っ

（２８）

七
五
二



て
き
て
、
兄
弟
が
三
人
以
上
い
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
を
日
本
に
出
す
よ
う
要
請
が
あ
り
、
シ
ム
さ
ん
の
家
か
ら
も
息
子
を

出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
兄
弟
で
話
し
合
っ
た
末
、
シ
ム
さ
ん
が
行
く
こ
と
に
な
っ
た
」
と
い
う
。
彼
は
次
の
よ
う
に
言
う
。「
五

四
人
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
国
防
服
み
た
い
な
服
を
一
着
く
れ
て
、
船
で
何
日
も
か
か
っ
て
、
直
接
釧
路
に
行
き
ま
し
た
」。
最
初
は
北

海
道
の
春
採
炭
鉱
に
連
れ
て
行
か
れ
て
、
そ
こ
で
三
年
働
い
た
が
、
炭
層
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
一
九
四
四
年
に
三
池
炭
鉱
に
連
れ
て
こ

ら
れ
た
。「
兵
隊
さ
ん
は
戦
地
で
が
ん
ば
っ
と
る
。
ア
メ
リ
カ
人
の
頭
を
鶴
嘴
で
た
た
く
つ
も
り
で
掘
れ
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
よ
」。
食
事

は
豆
、
麦
、
コ
ウ
リ
ャ
ン
が
中
心
で
、
と
て
も
重
労
働
に
耐
え
ら
れ
る
量
で
は
な
か
っ
た
。「
ご
飯
が
足
ら
ん
で
す
よ
。
ひ
も
じ
く
て
働

か
れ
ん
で
す
よ
」。
炭
鉱
か
ら
逃
げ
出
す
人
間
も
続
出
し
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
連
れ
戻
さ
れ
た
。
一
度
だ
け
、
高
熱
が
出
て
家
で
寝
て

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
は
憲
兵
か
ら
呼
び
出
さ
れ
、
裸
に
さ
れ
て
二
人
が
か
り
で
ベ
ル
ト
で
何
度
も
た
た
か
れ
た
。「
痛
く
て
ね
、

わ
た
し
、
し
ま
い
に
は
泣
い
た
よ
」
と
い
う
。「
ば
か
、
ぼ
ん
く
ら
、
死
ね
、
い
つ
も
い
つ
も
言
わ
れ
ま
し
た
よ
」
と
い

６８う
。

一
九
四
二
年
九
月
、
金
東
玉
（
一
九
二
八
〜
）（
忠
北
槐
山
郡
）
は
「
日
本
に
い
け
ば
勉
強
で
き
る
」
と
だ
ま
さ
れ
て
、
一
四
才
の
時

に
同
郡
仏
頂
面
か
ら
一
〇
〇
名
と
と
も
に
「
官
斡
旋
」
で
動
員
さ
れ
、
三
川
坑
に
入
っ
た
。「
は
じ
め
は
そ
れ
で
も
待
遇
が
良
か
っ
た
よ

う
だ
。
し
か
一
九
四
三
年
に
入
っ
て
か
ら
は
ひ
ど
い
待
遇
だ
っ
た
。「
た
こ
部
屋
」
で
は
四
〜
五
メ
ー
ト
ル
位
の
柱
を
枕
に
一
〇
人
が
寝

た
が
、
起
床
時
間
に
な
る
と
監
督
が
そ
の
柱
を
叩
い
た
。
堪
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
頭
が
割
れ
る
よ
う
だ
っ
た
。
食
事
は
外
米
と
塩
昆
布
が

い
く
ら
か
。
半
日
も
履
け
ば
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
地
下
足
袋
は
、
一
ヶ
月
に
二
足
支
給
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
そ
ん
な
あ
る
日

の
こ
と
、
落
盤
事
故
で
六
〜
七
人
の
同
僚
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
内
臓
が
破
裂
し
て
い
た
り
、
手
足
が
ち
ぎ
れ
て
い
た
り
、
頭
が
鉄
板
の
よ
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う
に
平
べ
っ
た
く
割
れ
て
い
る
死
体
を
見
て
、
怖
く
て
怖
く
て
堪
え
ら
れ
な
か
っ
た
。（
中
略
）
一
九
四
三
年
十
二
月
、
雪
が
ち
ら
ほ
ら

と
降
る
日
に
六
〜
七
人
の
同
僚
を
逃
が
し
た
。
私
は
捕
ま
り
、
逃
が
し
た
同
僚
の
行
方
を
は
け
と
半
殺
し
の
め
に
あ
っ
た
。
竹
刀
で
殴
ら

れ
、
す
ね
は
皮
が
め
く
れ
た
。
そ
こ
へ
ま
た
正
座
し
ろ
と
言
わ
れ
た
。
今
で
も
そ
の
傷
が
残
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
国
家
総
動
員
法
」
違

反
と
か
、
戦
時
な
ん
と
か
違
反
、「
徴
用
令
」
違
反
と
か
で
、「
久
留
米
少
年
練
成
所
」
に
六
ヶ
月
間
送
り
込
ま
れ
た
。
寒
い
日
に
、
服
を

脱
げ
と
い
わ
れ
た
の
で
、
風
呂
に
で
も
入
れ
て
く
れ
る
の
か
と
思
う
と
、
凍
り
つ
い
た
水
だ
め
の
中
に
放
り
込
ま
れ
た
。
鍛
え
る
た
め
だ

と
い
っ
て
」
と
い

６９う
。

一
九
四
三
年
一
一
月
、
李
鐘
泌
（
忠
北
槐
山
郡
）
は
二
二
歳
の
時
、「
官
斡
旋
」
に
よ
り
動
員
さ
れ
た
。
同
郡
か
ら
の
六
〇
名
が
「
槐

山
隊
」
と
命
名
さ
れ
、
釜
山
か
ら
船
に
乗
る
時
は
一
一
部
隊
七
〇
〇
名
ほ
ど
に
な
り
、
四
山
坑
の
朝
鮮
人
寮
に
入
っ
た
。「
作
業
は
竪
坑

を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
五
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
地
下
に
下
り
、
二
十
〜
三
十
キ
ロ
先
の
坑
道
の
石
炭
堀
り
。
二
人
で
掘
り
、
二
人
が
ト
ロ
ッ
コ

に
積
ん
だ
り
、
落
盤
を
防
ぐ
た
め
の
柱
や
は
り
を
と
り
つ
け
る
。
赤
い
腕
章
を
し
た
日
本
人
監
督
が
つ
ね
に
見
張
っ
て
お
り
、
疲
れ
て
つ

い
手
を
休
め
る
と
「
こ
の
野
郎
早
く
や
れ
、
寮
に
帰
っ
た
ら
タ
ダ
じ
ゃ
す
ま
な
い
ぞ
」
と
せ
き
た
て
る
。
一
日
の
最
低
ノ
ル
マ
は
ト
ロ
ッ

コ
十
五
箱
分
。
一
箱
二
ト
ン
で
十
〜
十
二
時
間
働
か
な
い
と
、
と
て
も
追
い
つ
け
な
い
。
こ
れ
だ
け
働
い
て
も
賃
金
は
一
日
七
十
銭
か
ら

一
円
」。「
安
全
対
策
な
ど
ま
っ
た
く
な
く
、
私
の
隊
だ
け
で
も
二
日
に
一
人
は
必
ず
負
傷
者
が
出
た
。
私
の
部
隊
で
は
幸
い
死
者
は
出
な

か
っ
た
が
、
他
の
部
隊
で
は
死
ん
だ
人
や
、
手
足
を
切
断
さ
れ
た
人
も
い
た
」。「
ケ
ガ
や
病
気
で
休
む
と
「
報
国
勤
労
精
神
が
足
ら
ん
」

と
ど
な
ら
れ
、「
欠
勤
食
」
に
な
り
、
食
事
の
量
は
三
分
の
一
に
減
ら
さ
れ
る
」。「
こ
の
鮮
人
野
郎
が
、
鮮
人
思
想
を
も
っ
て
い
る
か
ら

（３０）
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仕
事
も
せ
ず
、
た
だ
メ
シ
食
い
や
が
る
」
と
ど
な
り
つ
け
る
。
ま
た
、
一
ヶ
月
に
二
十
日
以
上
仕
事
に
出
な
い
と
、
夜
、
連
れ
出
さ
れ
て

日
本
人
の
労
務
委
員
に
な
ま
け
て
い
る
と
よ
っ
て
た
か
っ
て
な
ぐ
ら
れ
る
。
だ
か
ら
四
〇
度
以
上
の
熱
を
出
し
て
も
坑
内
に
入
ら
ざ
る
を

え
な
い
」
と
い
う
。
こ
の
結
果
、
一
九
四
五
年
二
月
頃
ま
で
に
「
槐
山
隊
」
の
六
〇
名
全
員
が
逃
亡
し
た
。
李
鐘
泌
に
よ
れ
ば
、
一
九
四

四
年
七
月
頃
か
ら
四
山
坑
で
「「
強
制
労
働
反
対
」「
日
本
軍
隊
の
た
め
に
働
く
必
要
は
な
い
」
と
労
働
者
の
中
に
反
日
思
想
を
浸
透
さ
せ

る
人
が
い
た
。
李
正
基
と
い
う
名
で
、
三
十
二
、
三
歳
だ
っ
た
と
い
う
。（
中
略
）
し
か
し
彼
は
、
あ
る
日
憲
兵
隊
に
連
行
さ
れ
、
即
決

裁
判
で
「
反
日
思
想
」
の
持
ち
主
と
い
う
理
由
で
「
無
期
懲
役
刑
」
に
な
っ
た
」
と
い

７０う
。

朝
鮮
人
Ｚ
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
三
池
炭
鉱
に
動
員
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
Ｚ
は
事
務
管
理
部
門
の
本
所
で
採
掘
に
従

事
し
た
。
Ｚ
は
主
に
収
容
所
を
中
心
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
本
所
管
轄
の
収
容
所
で
し
ょ
う
。
私
は
そ
の
収
容
所
に
三
ヶ
月

ば
か
り
い
ま
し
た
。（
中
略
）
そ
の
収
容
所
は
路
頭
坑
大
谷
訓
練
収
容
所
と
い
っ
て
、
二
階
建
て
の
寮
で
し
た
。（
中
略
）
こ
の
訓
練
所
は

第
一
収
容
所
と
第
二
収
容
所
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
渡
り
廊
下
で
つ
な
が
っ
て
い
た
で
す
。（
中
略
）
収
容
室
は
六
畳
で
、
こ
の
長
い
廊

下
か
ら
直
角
に
伸
び
た
廊
下
の
両
側
に
あ
っ
た
で
す
。
収
容
室
は
、
た
ぶ
ん
三
十
三
か
三
十
四
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。（
中
略
）
第
二
収

容
所
に
は
、
娯
楽
室
と
図
書
室
と
売
店
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。（
中
略
）
こ
の
収
容
所
に
収
容
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
人
は
、
露
頭
頭
坑
で

働
か
さ
れ
て
い
ま
し

７１た
」
と
語
っ
て
い
る
。

日
本
人
の
事
例
は
一
件
だ
け
で
あ
る
。
永
江
藤
登
は
一
九
三
七
年
一
二
月
、
万
田
坑
に
入
社
し
た
。
一
九
四
一
年
一
一
月
に
兵
隊
に
取

ら
れ
、
一
九
四
四
年
に
帰
国
し
、
万
田
坑
内
で
就
労
し
た
。「
坑
内
の
経
験
は
ま
っ
た
く
な
い
の
に
、
繰
り
込
み
場
で
採
炭
に
先
山
を
命
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じ
ら
れ
ま
し
た
。（
中
略
）
払
い
の
長
さ
は
二
百
米
位
い
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
受
け
持
ち
の
幅
は
そ
ん
な
に
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
払
い
に
は
、
朝
鮮
の
人
た
ち
と
、
私
た
ち
と
一
つ
ご
し
に
入
っ
て
採
炭
を
し
ま
し
た
。
自
分
の
前
は
自
分
で
ロ
ン
グ
枠
を
張
っ
て
行
き

ま
し
た
。
ロ
ン
グ
枠
を
張
る
の
も
初
め
て
の
こ
と
、
そ
れ
を
よ
く
や
っ
た
と
思
い
ま
す
。
隣
に
い
る
朝
鮮
の
人
は
、
自
分
た
ち
の
前
に
枠

を
張
ら
な
い
の
で
、
大
き
な
空
洞
に
な
っ
て
い
る
。
落
盤
の
危
険
が
あ
る
の
で
、
枠
を
張
る
よ
う
に
注
意
す
る
と
、
先
山
さ
ん
が
張
れ
よ

と
言
う
の
で
、
そ
の
分
ま
で
張
る
の
で
か
な
り
苦
労
し
ま
し

７２た
」
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
証
言
か
ら
は
、
動
員
時
の
暴
力
性
、
現
場
で
の
厳
し
い
労
働
、
頻
発
す
る
事
故
、
徹
底
し
た
監
視
、
日
本
人
と
の
対
立
、
乏

し
い
食
料
、
凄
ま
じ
い
リ
ン
チ
な
ど
が
明
ら
か
で
あ
る
。

（
４
）
勤
労
報
国
隊
の
実
態

勤
労
報
国
隊
に
関
し
て
は
、
現
場
で
の
紛
争
も
含
め
て
全
体
で
一
七
件
の
事
例
が
確
認
で
き
る
。
ま
ず
朝
鮮
人
は
、
在
日
が
一
〇
件
、

朝
鮮
か
ら
が
二
件
あ
る
。

一
九
四
一
年
一
月
、
久
留
米
協
和
会
は
廃
品
回
収
業
を
仕
事
と
す
る
会
員
の
転
業
に
関
し
て
、
三
池
炭
鉱
に
選
出
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
久
留
米
警
察
署
、
福
岡
県
内
鮮
係
、
善
積
社
会
課
員
が
久
留
米
協
和
会
の
役
員
を
同
伴
し
、
一
月
一
八
日
三
池
炭
鉱
の
視
察
を
行
っ

７３た
。
一
月
三
一
日
に
久
留
米
署
の
福
岡
内
鮮
係
に
引
率
さ
れ
た
「
炭
鉱
勤
労
報
国
隊
久
留
米
班
」
は
大
牟
田
市
に
向
か
い
、
三
池
炭
鉱
の

露
頭
炭
鉱
に
入
坑
し
た
。
三
日
間
を
引
率
し
た
福
岡
は
久
留
米
市
に
戻
っ
た
後
、「
隊
員
は
愉
快
に
採
炭
事
業
に
就
い
て
ゐ
ま
す
、
一
塊

の
石
炭
で
も
多
く
掘
り
出
す
と
い
ふ
報
国
の
信
念
に
燃
え
て
ゐ
ま
す
か
ら
最
後
ま
で
立
派
に
や
り
通
す
こ
と
を
信
じ
安
心
し
て
私
は
帰
つ

（３２）
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て
来

７４た
」
と
語
っ
た
。
朝
鮮
人
は
林
一
郎
を
隊
長
と
し
た
五
六
名
で
、
八
〇
日
間
の
勤
労
奉
仕
を
行
っ

７５た
。
一
九
四
一
年
二
月
、
大
牟
田

市
内
の
朝
鮮
人
は
四
三
名
で
「
半
島
人
炭
鉱
報
国
隊
」
を
結
成
し
、
三
笠
神
社
で
結
成
式
を
行
っ

７６た
。

一
九
四
二
年
一
月
か
ら
「
熊
本
半
島
人
勤
労
報
国
隊
」
の
百
名
は
露
頭
坑
に
入
坑
し
、
八
〇
日
間
就
業
し
た
。
同
年
四
月
に
解
団
式
を

行
っ
た
。
彼
ら
は
「
西
山
秀
次
隊
長
統
率
の
も
と
に
増
炭
運
動
に
敢
闘
、
好
成
績
を
揚
げ
」、
一
日
の
公
休
日
を
利
用
し
て
、
宿
所
と
宿

マ

マ

所
の
間
に
築
山
を
築
き
、
立
派
な
庭
園
を
作
っ

７７た
。
一
九
四
二
年
五
月
、
熊
本
県
の
協
和
会
八
代
支
会
の
○
○
名
は
勤
労
報
国
隊
を
組
織

し
、
万
田
坑
で
就
労
し
て
い
た
。
同
月
、
八
代
署
で
は
こ
の
挺
身
隊
を
訪
れ
、
慰
問
激
励
を
し
て
、
同
坑
の
親
和
寮
で
座
談
会
を
開
き
、

意
見
交
換
を
行
っ

７８た
。
一
九
四
二
年
八
月
、
大
分
県
宇
佐
郡
協
和
会
は
「
半
島
農
民
隊
」
を
組
織
し
、
隊
長
の
朴
来
星
以
下
二
二
名
が
三

川
坑
に
動
員
さ
れ
、
共
愛
寮
に
入
っ
た
。
彼
ら
は
「
出
炭
報
国
」
を
強
い
ら
れ

７９た
。
一
九
四
二
年
一
二
月
か
ら
鹿
児
島
県
協
和
会
川
内
協

和
会
の
星
野
政
源
外
四
九
名
は
勤
労
報
国
隊
を
組
織
し
て
三
川
坑
に
就
労
し
、
一
九
四
三
年
一
日
に
期
間
満
了
し
た
。
平
均
就
労
率
は
七

六
％
だ
っ

８０た
。
一
九
四
三
年
二
月
、
鹿
児
島
県
川
内
協
和
会
の
「
鉱
山
勤
労
報
国
隊
」
は
三
川
坑
で
就
労
し
て
い
た
。
隊
員
の
平
松
大
益

は
本
来
川
内
市
内
の
石
灰
工
場
で
働
い
て
い
た
。
三
川
坑
で
彼
は
朝
鮮
在
住
の
母
親
が
危
篤
と
の
電
報
が
受
け
た
が
、「「
自
分
は
お
国
の

た
め
石
炭
増
産
陣
営
に
あ
る
身
だ
、
私
情
に
負
け
て
は
お
国
に
済
ま
ん
」
と
一
日
も
涙
の
敢
闘
」
を
行
っ

８１た
。
一
九
四
三
年
九
月
、
門
司

か
ら
三
池
炭
鉱
に
「
協
和
会
勤
労
報
国
隊
」
と
し
て
就
労
し
て
い
た
新
本
隆
奎
他
二
名
が
殉
職
し
た
。
三
人
の
遺
骨
が
門
司
に
着
き
、
東

本
願
寺
で
協
和
会
葬
が
営
ま
れ
た
。
葬
儀
に
は
、
本
間
福
岡
県
協
和
会
会
長
、
本
田
警
察
部
長
、
阿
部
市
長
、
中
野
市
会
議
長
、
神
谷
門

司
署
長
な
ど
が
参
列
し

８２た
。
一
九
四
三
年
七
月
、
四
山
講
堂
、
万
田
講
堂
で
荒
尾
署
管
内
協
和
会
支
部
の
「
勤
労
報
国
隊
第
二
回
出
炭
競

（３３）
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争
」
が
行
わ
れ
、
田
代
支
部
長
（
署
長
）、
渋
谷
特
高
係
等
が
出
席
し
、
発
会
式
が
行
わ
れ
た
。
八
月
か
ら
勤
労
報
国
隊
の
朝
鮮
人
が
万

田
坑
に
就
労
し

８３た
。
一
九
四
三
年
一
二
月
、「
岡
山
県
協
和
会
勤
労
報
国
隊
」
の
一
〇
名
は
期
間
を
終
え
、
稲
荷
田
所
長
か
ら
表
彰
状
を

贈
ら
れ
た
。
特
に
四
名
（
安
龍
三
、
岡
村
在
満
、
清
水
栄
次
郎
、
洪
又
甲
）
は
出
役
百
％
だ
っ
た
た
め
に
個
人
表
彰
状
を
贈
ら
れ

８４た
。

朝
鮮
か
ら
も
二
件
、
勤
労
報
国
隊
の
派
遣
が
確
認
で
き
る
。
一
九
四
二
年
二
月
、
二
ヶ
月
間
の
予
定
で
「
半
島
勤
労
報
国
隊
」
が
三
川

坑
に
派
遣
さ
れ
た
。
全
南
麗
水
郡
の
青
松
資
統
な
ど
一
五
八
名
は
三
川
坑
に
入
坑
し
た
。
彼
ら
は
「
一
塊
の
石
炭
で
も
多
く
掘
り
出
し
て

お
国
の
お
役
に
立
た
う
と
真
剣
な
同
君
の
統
率
振
り
は
隊
員
の
活
躍
を
向
上
せ
し
め
同
勤
労
報
国
隊
の
出
役
率
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う

驚
異
的
な
好
成
績
を
示
し
他
の
報
国
隊
を
圧
倒
」
し
た
。
彼
ら
は
四
月
に
期
間
が
終
了
し

８５た
。
一
九
四
二
年
一
一
月
、
忠
南
公
州
か
ら
「
勤

労
出
勤
隊
」
が
三
川
坑
に
派
遣
さ
れ
た
。
一
九
四
三
年
二
月
、
隊
員
の
新
井
三
泰
は
作
業
中
に
負
傷
を
負
っ
た
が
、
二
月
八
日
の
大
詔
奉

載
日
に
「
こ
の
佳
日
に
休
む
の
は
日
本
人
の
恥
で
す
」
と
し
て
出
勤
作
業
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
朝
鮮
に
い
る
子
ど
も
の
訃
報
に
接
し
た
。

し
か
し
、「
踏
み
止
ま
つ
て
休
む
こ
と
な
く
決
戦
下
最
も
重
要
な
る
出
炭
報
国
に
邁
進
を
続
け
て
ゐ
る
」。
こ
れ
を
聞
い
た
大
牟
田
署
長
協

和
会
の
吉
平
健
造
支
部
長
は
「
こ
の
精
神
こ
そ
鉱
業
戦
士
の
亀
鑑
」
と
し
て
金
一
封
と
表
彰
状
を
授
与
し

８６た
。

以
上
の
よ
う
に
協
和
会
の
勤
労
報
国
隊
の
場
合
、
い
ず
れ
も
警
察
、
特
高
が
中
心
と
な
っ
て
動
員
を
行
っ
て
い
る
。
対
象
は
奈
良
県
が

一
番
遠
く
、
岡
山
県
、
大
分
県
、
鹿
児
島
県
、
福
岡
県
、
熊
本
県
で
あ
る
。
筑
豊
の
炭
鉱
に
は
大
阪
府
の
協
和
会
が
勤
労
報
国
隊
と
し
て

数
多
く
動
員
さ
れ
た

８７が
、
三
池
炭
鉱
に
は
そ
の
よ
う
な
事
例
は
な
い
。

勤
労
報
国
隊
の
在
日
朝
鮮
人
は
従
順
に
の
み
就
労
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
二
件
の
紛
争
事
件
が
起
き
て
い
る
。
一
九
四
二
年
一
月
三

（３４）
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一
日
、
同
月
一
五
日
か
ら
露
頭
坑
で
勤
労
報
国
隊
と
し
て
就
労
し
て
い
た
福
岡
県
協
和
会
と
熊
本
県
協
和
会
の
会
員
二
〇
六
名
中
、
三
八

名
は
「
代
用
食
品
に
不
平
不
満
を
抱
き
私
用
に
藉
口
し
無
断
引
揚
を
な
し
た
」。
こ
の
た
め
、
大
牟
田
署
は
直
ち
に
担
任
所
在
地
所
轄
署

と
連
絡
し
、
諭
旨
し
た
結
果
、
引
揚
隊
員
は
全
員
帰
坑
し
た
。
首
謀
者
と
見
ら
れ
る
一
名
が
拘
束
さ
れ
、
取
調
べ
を
受
け

８８た
。
ま
た
、
一

九
四
三
年
八
月
、
四
山
坑
で
「
協
和
訓
練
隊
班
長
某
が
酒
の
再
支
給
方
を
内
地
人
舎
監
に
要
求
拒
絶
さ
る
る
や
寮
廊
下
窓
硝
子
を
破
壊
し

右
舎
監
督
が
訓
戒
せ
る
を
聞
知
せ
る
同
僚
朝
鮮
人
は
事
務
所
に
殺
到
窓
硝
子
等
を
破
壊
せ
り
」
と
い
う
。
約
百
名
が
参
加
し
、
主
謀
者
三

名
が
検
挙
さ
れ

８９た
。

次
は
日
本
人
の
勤
労
報
国
隊
と
し
て
、
三
件
が
あ
る
。
一
九
四
三
年
五
月
、
荒
尾
市
食
糧
品
組
合
は
勤
労
報
国
隊
を
組
織
し
、
二
ヵ
月

間
万
田
坑
で
就
労
し
た
。
同
年
六
月
に
荒
尾
市
古
物
組
合
も
「
増
炭
組
合
」
を
結
成
し
、
同
じ
く
万
田
坑
で
就
労
し

９０た
。
一
九
四
四
年
一

月
か
ら
に
二
ヶ
月
間
、
荒
尾
市
賢
木
村
の
農
民
二
〇
数
名
が
万
田
坑
に
就
労
し
た
。
彼
ら
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
二
交
代
の

仕
事
は
、「
後
向
き
の
先
山
の
指
図
で
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
枠
張
り
の
仕
事
が
殆
ど
で
、
空
木
積
、
実
木
積
の
作
業
も
あ
り
ま
し

９１た
」

と
い
う
。
一
九
四
五
年
（
月
は
不
明
）、
奈
良
県
の
天
理
教
の
「
ひ
の
き
し
ん
隊
」
一
行
五
〇
〇
名
が
就
労
し
た
。
阿
具
根
登
は
就
労
期

間
が
終
わ
っ
た
後
、
一
行
を
「
天
理
教
本
部
の
あ
る
奈
良
県
丹
波
市
ま
で
送
り
返
す
役
目
を
仰
せ
つ
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
行
が

奈
良
県
に
戻
っ
た
の
は
、
一
九
四
五
年
八
月
だ
っ

９２た
。

（３５）
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三
・
三
井
系
企
業
（
大
牟
田
市
）
の
朝
鮮
人
動
員

（
１
）
三
井
化
学
三
池
染
料
工
業
所

大
牟
田
市
に
は
三
池
鉱
業
所
を
中
心
に
、
石
炭
を
使
用
し
た
一
大
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
結
成
さ
れ
た
。
朝
鮮
人
は
三
池
炭
鉱
以
外
に
、
三

井
化
学
三
池
染
料
工
業
所
、
電
気
化
学
工
業
大
牟
田
工
場
、
東
洋
電
圧
工
業
大
牟
田
工
業
所
に
も
動
員
さ
れ
た
。

三
井
化
学
三
池
染
料
は
一
九
一
八
年
に
三
池
炭
鉱
の
焦
煤
工
場
（
コ
ー
ク
ス
工
場
）
が
独
立
し
、
三
井
鉱
山
三
池
染
料
工
業
所
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
一
九
四
一
年
四
月
か
ら
三
井
化
学
三
池
染
料
工
業
所
と
改
称
し
た
。
戦
時
期
は
軍
部
の
要
請
に
よ
り
、
硝
酸
、
塩
酸
、
苛

性
ソ
ー
ダ
、
塩
素
等
を
生
産
し

９３た
。

マ

マ

三
井
化
学
三
池
染
料
工
業
所
に
勤
務
し
た
足
立
忠
澄
は
、
朝
鮮
人
動
員
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
言
う
。「
私
は
当
時
大
牟
田
の
三
井
三
池

染
料
に
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
十
六
年
か
十
八
年
か
一
寸
記
憶
が
な
い
の
で
す
が
、
朝
鮮
か
ら
数
百
名
の
青
年
を
連
れ
て
き
ま
し
た
。

三
菱
と
分
け
た
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
三
菱
に
何
名
入
っ
た
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
職
場
に
は
八
十
四
名
配
置
さ
れ
て
来
ま

し
た
。
私
は
責
任
者
と
し
て
共
に
仕
事
を
し
ま
し
た
が
、
最
高
は
二
十
一
才
、
最
低
は
十
六
才
で
、
二
十
一
才
に
な
る
青
年
が
団
長
で
、

こ
の
青
年
だ
け
が
日
本
語
が
少
し
わ
か
る
の
み
で
、
他
の
人
達
は
全
く
日
本
語
が
話
せ
ず
に
相
当
不
便
を
感
じ
ま
し
た
が
、
当
時
と
し
て

は
よ
く
働
い
た
方
で
す
。（
中
略
）
こ
れ
ら
の
人
達
は
通
勤
服
も
仕
事
着
も
一
つ
で
、
着
替
え
を
持
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

う
で
し
ょ
う
、
終
戦
後
、
こ
の
朝
鮮
人
を
徴
用
に
行
っ
た
労
務
の
係
長
か
ら
聞
い
た
こ
と
で
す
が
、『
憲
兵
と
い
っ
し
ょ
に
釜
山
に
上
陸

し
、
ト
ラ
ッ
ク
を
持
っ
て
町
を
歩
い
て
い
る
者
、
田
圃
で
仕
事
を
し
て
い
る
者
な
ど
手
当
た
り
次
第
、
役
に
立
ち
そ
う
な
人
を
片
っ
ぱ
し

（３６）
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か
ら
そ
の
ま
ま
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
船
ま
で
送
り
、
日
本
に
つ
れ
て
来
た
、
全
く
今

考
え
る
と
無
茶
苦
茶
で
す
よ
。
徴
用
と
い
う
が
、
人
さ
ら
い
で
す
よ
』
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
で
す
か
ら
着
替
え
も
な
に
も
な
い
、
着
た
き
り
雀
で

９４す
」。

一
九
四
五
年
陰
暦
一
月
、
金
翰
中
（
一
九
二
一
〜
）
は
全
北
高
敞
郡
で
農
業
を
し

て
い
た
。彼
は
一
九
四
二
年
二
月
か
ら
八
月
ま
で
咸
南
長
津
郡
の
炭
鉱
に
動
員
さ
れ
、

帰
郷
後
に
再
び
三
井
化
学
三
池
染
料
工
業
所
に
「
徴
用
」
で
動
員
さ
れ
た
。
金
翰
中

は
労
働
現
場
を
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。「
日
本
人
が
み
ん
な
班
長
で
、
我
々

が
コ
ー
ク
ス
の
仕
事
を
し
て
、
蓋
を
開
け
た
り
閉
め
た
り
し
て
機
械
に
押
し
込
み
、

落
と
す
と
下
で
受
け
取
り
、
火
の
よ
う
に
赤
い
奴
を
下
に
入
れ
る
と
、
水
だ
け
出
て

消
え
る
。
底
に
全
部
一
杯
に
な
る
と
汽
車
に
積
む
。
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
も
あ
り
、
汽
車

も
あ
る
。（
中
略
）
軍
人
が
い
た
。
日
本
人
だ
。
マ
エ
バ
ラ
隊
長
と
い
っ
て
一
番
の

年
上
だ
。
家
が
三
〇
軒
以
上
あ
り
、
そ
こ
で
寝
て
、
畳
の
部
屋
一
つ
に
五
人
が
寝
た

ん
だ
。（
中
略
）
事
務
室
は
三
階
建
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
管
理
す
る
人
間
が
日
本
人

で
六
名
い

９５る
」
と
い
う
。

表
９
は
一
九
四
五
年
三
月
に
動
員
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
数
と
職
種
で
あ
る
。
合
計
一

表９・三井化学三池染料工業所に１９４５年３
月動員された朝鮮人 単位（名）

数

２０

１０

１０

２０

２０

２５

１６

５

１２６

会社資料。前掲書『戦時外国人強制連行関係史料集』Ⅳ巻、１６０８～

１６１１頁。

職種

修繕工

動力

合成工

瓦斯工

倉庫工

硫酸工

倉庫工

人事雑務

合計

（３７）

戦
前
の
三
池
炭
鉱
と
朝
鮮
人
労
働
者
（
広
瀬
）

七
六
一



二
六
名
で
あ
り
、
硫
酸
工
の
二
五
名
が
最
も
多
い
。
三
井
化
学
三
池
染
料
工
業
所
で
死
亡
し
た
朝
鮮
人
は
八
名
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
七
名

は
一
九
四
五
年
八
月
の
米
軍
空
襲
で
死
亡
し
、
一
名
は
病
死
で
あ

９６る
。
空
襲
に
よ
り
三
井
化
学
三
池
染
料
工
業
所
に
学
徒
勤
労
動
員
中
の

三
池
中
学
の
生
徒
七

９７名
、
伝
習
館
中
学
の
生
徒
四
名
も
死
亡
し

９８た
。

（
２
）
電
気
化
学
工
業
大
牟
田
工
場

電
気
化
学
工
業
は
一
九
一
五
年
五
月
に
設
立
さ
れ
た
。
資
本
金
は
五
〇
〇
万
円
で
、
会
長
は
馬
越
恭
平
で
あ
る
。
苫
小
牧
工
場
、
撫
順

工
場
に
続
い
て
、
一
九
一
六
年
一
〇
月
に
大
牟
田
工
場
が
操
業
を
開
始
し
、
カ
ー
バ
イ
ド
、
石
炭
窒
素
、
硫
酸
の
製
造
を
開
始
し

９９た
。
三

井
財
閥
と
の
関
係
は
、
一
九
三
九
年
か
ら
三
井
物
産
が
電
気
化
学
工
業
と
の
関
係
強
化
を
行
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
三
井
物
産
は
一
九
三
九

年
一
二
月
に
社
長
と
な
っ
た
近
藤
銕
次
を
通
じ
て
影
響
力
を
強
め
、
一
九
四
五
年
八
月
時
点
で
持
株
率
は
二
一
・
七
％
に
達
し
１００た
。

深
刻
な
労
働
者
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
電
気
化
学
工
業
大
牟
田
工
場
は
一
九
四
〇
年
に
朝
鮮
労
働
者
の
「
採
用
」
を
決
定
し
た
。「
募

集
」
は
一
木
労
務
係
、
江
崎
主
任
等
が
一
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
朝
鮮
の
慶
南
咸
陽
郡
下
に
出
発
し
、
同
地
の
青
年
を
よ
り
す
ぐ
っ
た
。
同
年

一
〇
月
一
五
日
、
七
二
名
の
朝
鮮
人
が
大
牟
田
駅
に
到
着
し
、
直
ち
に
工
場
に
向
か
っ
た
。
二
週
間
の
机
上
講
習
で
一
人
前
の
産
業
戦
士

マ

マ

と
す
る
予
定
だ
っ
１０１た
。「
半
島
移
住
労
務
訓
練
生
」
九
一
名
は
三
ヶ
月
の
訓
練
を
終
え
、
一
九
四
一
年
一
月
二
〇
日
、
大
牟
田
工
場
で
訓

練
の
終
了
式
を
行
っ
た
。
訓
練
中
に
二
名
の
朝
鮮
人
が
事
故
で
死
亡
し
た
。
修
了
式
は
、
国
歌
合
唱
、
東
方
遥
拝
、
経
過
報
告
、
県
か
ら

梯
爪
内
鮮
係
長
の
挨
拶
、
協
和
会
大
牟
田
支
部
長
の
挨
拶
、
米
多
比
大
牟
田
職
業
紹
介
所
長
の
来
賓
祝
辞
、
訓
練
生
を
代
表
し
て
林
英
男

の
宣
誓
が
あ
っ
た
。
訓
練
生
九
一
名
は
期
間
中
、
故
郷
に
四
九
七
九
円
を
送
金
し
、
貯
金
は
一
四
八
四
円
一
七
銭
だ
っ
１０２た
。

（３８）
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電
気
化
学
工
業
大
牟
田
工
場
へ
の
朝
鮮
人
の
動
員
は
承
認
数
で
見
る

と
、
一
九
四
一
年
が
二
五
〇
名
、
一
九
四
二
年
が
二
五
〇
名
で
あ
る
。

一
九
四
二
年
六
月
時
点
で
の
総
雇
入
数
は
三
二
九
名
で
あ
り
、
一
九
四

二
年
六
月
で
の
現
在
数
は
二
四
八
名
で
あ
１０３る
。
表
１０
は
動
員
さ
れ
た
朝

鮮
人
に
関
す
る
会
社
側
の
史
料
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年
一
〇
月
か
ら
一

九
四
五
年
四
月
ま
で
、
一
〇
次
に
亘
っ
て
二
一
七
名
が
確
認
で
き
る
。

出
身
地
域
は
南
部
に
加
え
て
、
京
畿
、
江
原
、
黄
海
が
含
ま
れ
て
い
１０４る
。

死
亡
者
は
四
名
で
あ
る
。
申
長
元
は
一
九
四
四
年
一
月
に
敗
血
症
に
よ

る
病
死
、
利
川
載
善
は
一
九
四
四
年
九
月
に
工
場
外
の
大
牟
田
川
吊
橋

か
ら
墜
落
し
て
溺
死
、
朴
完
奎
は
一
九
四
五
年
六
月
に
病
死
、
趙
学
鎮

は
一
九
四
五
年
八
月
に
戦
災
死
で
あ
１０５る
。

（
３
）
東
洋
高
圧
工
業
大
牟
田
工
業
所

東
洋
高
圧
工
業
は
一
九
四
一
年
四
月
に
三
井
化
学
工
業
が
設
立
さ
れ

た
際
、三
井
鉱
山
所
有
だ
っ
た
三
井
化
学
工
業
に
譲
渡
さ
れ
た
た
め
に
、

同
社
の
子
会
社
と
な
っ
た
。
大
牟
田
工
業
所
は
一
九
三
八
年
一
月
に
設

表１０・電気化学工業大牟田工場への朝鮮人動員数
単位（名）

出 身

慶南咸陽郡

忠北蔭城郡

京畿安城郡

慶南咸陽郡

江原金化郡

江原伊川郡

江原三陟郡

黄海松禾郡

全北益山郡

全北井邑郡

黄海松禾郡

黄海黄州郡

電気化学工業株式会社大牟田工場「朝鮮人労務者（徴用）調」、前掲書『戦

時外国人強制連行関連史料集』Ⅳ巻、１６０２～１６０７頁。

人数

５

７

６

２

１７

３４

２６

１２

２５

３６

２３

２４

２１７

年 月

１９４０年１０月

１９４１年１２月

１９４２年６月

１９４３年９月

１９４３年９月

１９４３年１０月

１９４４年２月

１９４４年８月

１９４４年２月

１９４４年２月

１９４５年４月

１９４５年４月

次数

１次

２次

３次

４次

５次

６次

７次

８次

９次

１０次

合計

（３９）

戦
前
の
三
池
炭
鉱
と
朝
鮮
人
労
働
者
（
広
瀬
）
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置
さ
れ
、
軍
用
の
硝
酸
、
メ
タ
ノ
ー
ル
を
製
造
し
１０６た
。
本
来
の
ア
ン
モ
ニ
ア
、
硫
安
工
場
は
火
薬
、
爆
薬
原
料
と
し
て
の
硝
酸
生
産
、
航

空
燃
料
と
し
て
の
メ
タ
ノ
ー
ル
生
産
に
転
換
さ
れ
た
。
大
牟
田
市
に
一
九
三
八
年
六
月
、
硝
酸
工
場
が
完
成
し
た
。
一
九
三
九
年
二
月
、

一
〇
月
に
大
牟
田
市
の
二
つ
の
工
場
で
副
生
メ
タ
ノ
ー
ル
の
生
産
を
開
始
し
１０７た
。

学
徒
勤
労
報
国
隊
の
日
本
人
は
同
所
の
大
浦
工
場
に
勤
務
し
た
。
一
九
四
五
年
八
月
米
軍
空
襲
の
際
、
彼
は
防
空
壕
に
避
難
し
た
。「
爆

撃
に
よ
る
大
地
の
鳴
動
が
止
む
と
、
壕
内
の
土
煙
も
次
第
に
お
さ
ま
り
始
め
、
壕
内
は
う
っ
す
ら
と
明
る
く
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
と
同
時

に
壕
の
入
口
付
近
に
い
た
朝
鮮
人
の
労
働
者
達
が
、
ア
イ
ゴ
ー
、
ア
イ
ゴ
ー
と
い
っ
て
泣
き
始
め
た
。
彼
等
の
同
胞
の
誰
か
が
怪
我
を
し

た
ら
し
い
。「
内
地
人
の
奴
ら
、
こ
の
野
郎
！
」
と
か
怒
鳴
っ
て
い
る
の
が
聞
こ
え
た
。
ど
う
し
て
そ
う
い
う
怒
声
が
我
々
日
本
人
に
向

か
っ
て
投
げ
つ
け
ら
れ
る
の
か
、
当
時
の
私
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
人
達
は
お
そ
ら
く
徴
用
工
や
、
は
た
ま
た
朝
鮮
か
ら
強
制

連
行
さ
れ
た
人
達
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
１０８い
」。
こ
れ
ら
の
朝
鮮
人
が
朝
鮮
か
ら
動
員
さ
れ
た
の
か
、
勤
労
報
国
隊
な
の
か
は
明
ら
か
で
は

な
い
。

お
わ
り
に

以
上
で
述
べ
た
こ
と
を
要
約
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

三
井
鉱
山
は
日
本
政
府
の
石
炭
増
産
政
策
に
積
極
的
に
対
応
し
た
。
川
島
三
郎
会
長
は
一
九
四
二
年
か
ら
日
本
鉱
業
会
会
長
を
務
め
、

深
川
正
夫
労
務
部
長
は
一
九
四
〇
年
に
結
成
さ
れ
た
大
日
本
産
業
報
国
会
の
理
事
を
務
め
た
。
ま
た
、
三
池
鉱
業
所
所
長
は
稲
荷
田
稲
助

（４０）
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だ
っ
た
。
三
井
鉱
山
は
一
九
二
〇
年
か
ら
共
愛
組
合
を
設
立
し
、
こ
れ
が
一
九
四
〇
年
か
ら
三
井
鉱
山
産
業
報
国
会
に
改
編
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
深
川
労
務
部
長
に
よ
る
「
深
川
労
務
政
策
」
も
加
わ
り
、
三
井
鉱
山
、
三
池
鉱
業
所
の
日
本
人
労
働
者
は
会
社
側
に
完
全
に
懐
柔

さ
れ
た
。

三
池
炭
鉱
へ
朝
鮮
人
の
動
員
は
一
九
四
〇
年
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
全
体
の
動
員
者
数
は
不
明
で
あ
る
。
最
大
の
就
労
者
数
は
、
一
九
四

五
年
六
月
の
五
一
五
二
名
だ
っ
た
。
朝
鮮
人
が
多
く
就
労
し
た
の
は
、
四
坑
の
内
で
万
田
坑
、
三
川
坑
だ
っ
た
。
一
九
四
二
年
か
ら
万
田

坑
に
動
員
さ
れ
た
朝
鮮
人
は
一
六
八
三
名
か
一
七
三
八
名
で
あ
る
。こ
の
内
で
「
逃
走
」
し
た
の
は
三
八
・
一
〜
四
五
・
三
％
に
も
達
し
、

死
者
（
公
傷
、
病
気
）
は
三
一
〜
三
五
名
だ
っ
た
。
朝
鮮
人
の
証
言
か
ら
は
、
現
場
で
の
厳
し
い
労
働
、
乏
し
い
食
料
、
リ
ン
チ
な
ど
が

明
ら
か
で
あ
る
。
在
日
朝
鮮
人
の
協
和
会
に
よ
る
勤
労
報
国
隊
の
派
遣
は
一
七
件
が
確
認
で
き
、
対
象
県
は
、
地
元
県
以
外
は
、
奈
良
、

岡
山
、
鹿
児
島
か
ら
だ
っ
た
。

大
牟
田
市
の
三
井
系
企
業
に
も
朝
鮮
人
は
動
員
さ
れ
た
。
三
井
化
学
工
業
三
井
染
料
工
業
所
に
は
一
九
四
〇
年
代
後
半
に
八
四
名
が
動

員
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
四
五
年
三
月
に
一
二
六
名
が
動
員
さ
れ
、
こ
の
う
ち
、
八
名
が
死
亡
（
空
襲
七
名
、
病
死
一
名
）
し
た
。
電

気
化
学
工
業
所
大
牟
田
工
場
に
は
一
九
四
〇
年
か
ら
一
〇
次
に
わ
た
り
、
二
一
七
名
が
動
員
さ
れ
た
。
東
洋
高
圧
工
業
大
牟
田
工
業
所
に

は
一
九
四
五
年
八
月
に
朝
鮮
人
が
存
在
し
た
が
、
そ
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
。

三
池
鉱
業
所
の
朝
鮮
人
関
連
史
料
は
、
現
在
は
三
井
文
庫
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
歴
史
の
事
実
解
明
の
た
め
に
、
一
日
も

早
い
公
開
を
期
待
す
る
。

（４１）

戦
前
の
三
池
炭
鉱
と
朝
鮮
人
労
働
者
（
広
瀬
）
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１

広
瀬
貞
三
「
戦
時
下
の
三
井
三
池
炭
鉱
と
外
国
人
労
働
者
」『
第
九
回
強
制
動
員
真
相
究
明
全
国
研
究
集
会
報
告
集
』（
二
〇
一
六
年
三
月
）
三
六
〜

五
三
頁
。

２

福
岡
在
日
朝
鮮
人
殉
難
者
慰
霊
祭
実
行
委
員
会
編
『
兄
弟
よ
、
安
ら
か
に
眠
れ
―
「
朝
鮮
人
殉
難
」
の
真
相
』（
同
会
、
一
九
六
三
年
）。
新
藤
東
洋

男
『
太
平
洋
戦
争
下
に
お
け
る
三
井
鉱
山
と
中
国
・
朝
鮮
人
労
働
者
―
そ
の
強
制
連
行
と
奴
隷
労
働
・
第
二
版
増
補
版
』（
人
権
民
族
問
題
研
究
会
、

一
九
七
三
年
）。
武
松
輝
男
「
強
制
連
行
朝
鮮
人
の
記
録
か
ら
」
一
〜
一
一
、『
み
い
け
』（
三
池
炭
鉱
労
働
組
合
機
関
紙
）
一
二
一
三
〜
一
二
二
三

号
（
一
九
八
三
年
一
〇
月
一
六
日
〜
一
九
八
四
年
三
月
一
六
日
）
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
同
組
、
発
行
年
不
明
）。
武
松
輝
男
「
解
説
」、
林
え
い
だ
い
監
修
・
責

任
編
集
『
戦
時
外
国
人
強
制
連
行
関
係
史
料
集
』
Ⅳ
巻
下
（
明
石
書
店
、
一
九
九
一
年
）
一
六
一
四
〜
一
六
二
八
頁
。
竹
内
康
人
「
三
井
鉱
山
三
池

炭
鉱
」、『
調
査
・
朝
鮮
人
強
制
労
働
①
炭
鉱
編
』（
社
会
評
論
社
、
二
〇
一
三
年
）。

３

三
井
文
庫
編
『
史
料
が
語
る
三
井
の
あ
ゆ
み
―
越
後
屋
か
ら
三
井
財
閥
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
）
六
六
〜
七
一
頁
。
三
池
炭
鉱
の
詳
細
に

関
し
て
は
、
三
井
鉱
山
『
三
井
鉱
山
五
十
年
史
稿
』
全
二
〇
巻
（
同
社
、
一
九
四
一
年
）（
大
牟
田
市
立
図
書
館
所
蔵
）、
上
妻
幸
英
『
三
池
炭
鉱
史
』

（
教
育
社
、
一
九
八
〇
年
）、
三
井
文
庫
『
三
井
事
業
史
』
本
編
第
三
巻
上
・
中
・
下
（
同
文
庫
、
一
九
八
〇
〜
二
〇
〇
一
年
）、
三
井
鉱
山
株
式
会

社
総
務
部
編
『
男
た
ち
の
半
世
紀
―
三
井
鉱
山
の
百
年
』（
同
社
、
一
九
九
〇
年
）
参
照
。
大
牟
田
市
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
三
池
炭
鉱
関
係
資
料

に
つ
い
て
は
、
大
原
俊
秀
「
大
牟
田
市
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
三
池
炭
鉱
関
係
資
料
と
そ
の
目
録
に
つ
い
て
」『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
三
〇
号
（
二

〇
一
五
年
三
月
）
参
照
。

４

日
本
経
済
研
究
所
編
『
石
炭
国
家
統
制
史
』（
同
所
、
一
九
五
八
年
）
参
照
。

５

前
掲
書
『
三
井
事
業
史
』
本
編
第
三
巻
下
、
三
六
六
頁
。

６

三
井
鉱
山
編
『
資
料
三
池
争
議
』（
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
弘
報
部
、
一
九
六
三
年
）
一
一
一
二
頁
。
牧
田
環
に
つ
い
て
は
、
森
川
英
正
編
著
『
牧

田
環
伝
記
資
料
』（
日
本
経
営
史
研
究
所
、
一
九
七
二
年
）
参
照
。

（４２）
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７

前
掲
書
『
三
井
事
業
史
』
本
編
第
三
巻
下
、
四
〇
七
頁
。

８

川
島
三
郎
「
現
下
の
鉱
業
」『
日
本
鉱
業
会
誌
』
七
〇
九
号
（
一
九
四
四
年
五
月
）
一
頁
。
川
島
の
著
述
と
し
て
、
こ
れ
以
外
に
「
美
唄
採
炭
計
画

に
就
て
」『
日
本
鉱
業
会
誌
』
五
八
四
号
（
一
九
三
三
年
一
二
月
）、「
三
池
鉱
業
所
に
於
け
る
コ
ー
ル
ド
リ
ル
に
就
て
」『
日
本
鉱
業
会
誌
』
五
八
七

号
（
一
九
三
四
年
三
月
）、「
欧
米
鉱
業
視
察
談
」『
日
本
鉱
業
会
誌
』
六
三
二
号
（
一
九
三
七
年
一
二
月
）、「
時
局
下
の
鉱
業
と
鉱
業
人
」『
日
本
鉱

業
会
誌
』
六
九
七
号
（
一
九
四
三
年
五
月
）
が
あ
る
。

９

深
川
正
夫
『
産
業
報
国
会
懇
談
会
の
運
用
』（
東
京
地
方
産
業
報
国
連
合
会
、
一
九
四
〇
年
）
一
頁
。

１０

長
澤
秀
編
解
説
『
戦
時
下
朝
鮮
人
中
国
人
連
合
国
俘
虜
強
制
連
行
資
料
集
』
Ⅱ
巻
（
緑
蔭
書
房
、
一
九
九
二
年
）
六
頁
。

１１

深
川
正
夫
「
石
炭
増
産
と
労
務
管
理
」『
燃
料
協
会
誌
』
一
九
巻
五
号
（
一
九
四
〇
年
）
四
〇
九
〜
四
一
〇
頁
。
深
川
に
は
、
上
記
以
外
に
次
の
著

述
が
あ
る
。『
労
務
者
教
育
の
体
験
』（
文
部
省
社
会
教
育
局
、
一
九
三
九
年
）。「
産
報
運
動
の
性
格
と
使
命
」『
大
陸
』
四
巻
三
号
（
一
九
四
一
年
）。

「
産
業
報
国
の
精
神
」『
文
藝
春
秋
』
一
九
四
一
年
三
月
号
。「
産
業
人
訓
育
を
強
行
せ
よ
」『
労
務
時
報
』
一
四
九
号
（
一
九
四
二
年
一
月
）。『
産

業
報
国
青
年
隊
の
練
成
と
そ
の
運
営
』（
大
日
本
産
業
報
国
会
、
一
九
四
二
年
）。『
産
業
報
国
と
そ
の
実
践
』（
青
悟
堂
、
一
九
四
二
年
）。『
産
業
報

国
青
年
隊
の
練
成
と
そ
の
運
用
』（
大
日
本
産
業
報
国
会
、
一
九
四
二
年
）。「
労
務
管
理
と
能
率
増
進
」、
陸
軍
省
編
『
工
場
経
営
講
座
―
労
務
編
』

（
国
民
科
学
社
、
一
九
四
四
年
）。
三
井
鉱
山
の
労
務
政
策
を
理
解
す
る
上
で
、
重
要
な
人
物
で
あ
る
。

１２

神
田
文
人
編
集
解
説
『
資
料
日
本
現
代
史
・
七
・
産
業
報
国
運
動
』（
大
月
書
店
、
一
九
八
一
年
）
五
八
三
頁
。
大
日
本
産
業
報
国
会
に
つ
い
て
は
、

桜
林
誠
『
産
業
報
国
会
の
組
織
と
機
能
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
五
年
）、
西
成
田
豊
『
近
代
日
本
労
働
関
係
史
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
八
八
年
）、「
特
集
・
産
業
報
国
会
の
研
究
に
向
け
て
」『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
六
六
四
号
（
二
〇
一
四
年
二
月
）
参
照
。

１３

前
掲
書
『
資
料
日
本
現
代
史
・
七
・
産
業
報
国
運
動
』
五
四
四
〜
五
五
三
頁
。
北
海
道
炭
鉱
汽
船
の
労
務
部
長
だ
っ
た
前
田
一
に
つ
い
て
は
、
飛
田

雄
一
編
・
解
説
『
特
殊
労
務
者
の
労
務
管
理
』（
不
二
出
版
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。

１４

「
第
一
六
回
採
鉱
研
究
会
記
録
―
石
炭
増
産
に
関
す
る
事
項
」『
日
本
鉱
業
会
誌
』
七
一
〇
号
（
一
九
四
四
年
六
月
）
一
四
頁
。

１５

前
掲
書
『
三
井
事
業
史
』
本
編
第
三
巻
中
、
三
四
一
頁
。

（４３）

戦
前
の
三
池
炭
鉱
と
朝
鮮
人
労
働
者
（
広
瀬
）

七
六
七



１６

「
燃
料
事
情
」、『
燃
料
協
会
誌
』
二
五
六
号
（
一
九
四
四
年
）
五
四
頁
。

１７

稲
荷
田
稲
助
「
石
炭
と
共
に
三
十
年
」、『
石
炭
統
制
会
報
』
二
巻
六
・
七
号
（
一
九
四
四
年
七
月
）、
二
八
〜
二
九
頁
。

１８

前
掲
書
『
三
井
事
業
史
』
本
編
第
三
巻
上
、
四
一
五
〜
四
三
四
頁
。

１９

前
掲
書
『
三
井
事
業
史
』
本
編
第
三
巻
上
、
四
三
四
〜
四
三
八
頁

２０

関
東
産
業
団
体
連
合
会
編
『
三
池
炭
鉱
に
於
け
る
共
愛
組
合
の
実
績
』（
同
会
、
一
九
三
二
年
）
一
〜
三
六
頁
。
一
九
三
六
年
一
〇
月
に
三
池
鉱
業

所
の
渡
辺
徳
治
労
務
課
員
は
、「
三
井
三
池
炭
鉱
に
お
け
る
労
務
管
理
」
を
『
社
会
政
策
時
報
』
一
九
三
号
（
一
九
三
六
年
一
〇
月
）
に
書
い
た
が
、

機
密
保
持
の
た
め
雑
誌
か
ら
は
削
除
さ
れ
た
。
こ
の
号
は
「
九
州
に
於
け
る
産
業
と
労
働
」
特
集
だ
っ
た
が
、
三
〇
論
文
の
う
ち
二
八
本
が
削
除
さ

れ
た
。
渡
辺
徳
治
は
一
九
四
一
年
に
は
三
井
山
野
鉱
業
所
の
労
務
課
長
補
佐
兼
青
年
学
校
長
だ
っ
た
。
三
井
山
野
鉱
業
所
青
年
学
校
編
『
三
井
山
野

学
校
青
年
学
校
副
読
本
』（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
四
一
年
）
六
五
〜
七
一
頁
。

２１

野
田
経
済
研
究
所
編
『
産
報
年
鑑
・
昭
和
十
七
年
版
』（
同
所
、
一
九
四
二
年
）
九
三
〜
九
七
頁
。

２２

山
根
光
房
『
み
い
け
炭
鉱
夫
』（
労
働
大
学
、
一
九
六
一
年
）
一
二
一
〜
一
二
七
頁
。

２３

三
池
炭
鉱
労
働
組
合
十
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
み
い
け
十
年
』（
同
組
、
一
九
五
六
年
）
四
六
〜
四
七
、
五
四
頁
。

２４

福
岡
地
方
裁
判
所
・
同
検
事
局
「
福
岡
県
下
在
住
朝
鮮
人
の
動
向
に
就
て
」、
司
法
調
査
部
『
世
態
調
査
資
料
』
二
六
号
（
一
九
三
九
年
九
月
）、
朴

慶
植
編
『
在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
』（
以
下
、『
集
成
』
と
す
る
）
四
巻
（
三
一
書
房
、
一
九
七
五
年
）
一
一
一
八
〜
一
一
一
九
頁
。
発
言
者
の

河
野
小
次
郎
は
福
岡
県
特
高
課
警
部
で
あ
る
。

２５

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
〇
年
六
月
九
日
。
記
事
の
利
用
に
は
、
広
島
韓
国
・
朝
鮮
社
会
研
究
会
編
『
解
放
前
在
日
同
胞
関
連
新
聞
記

事
資
料
集
・
一
九
三
七
―
一
九
四
四
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
東
北
亜
歴
史
財
団
、
二
〇
〇
八
年
）
を
用
い
た
。

２６

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
〇
年
六
月
七
日
。

２７

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
〇
年
七
月
九
日

２８

麓
武
英
『
在
住
五
十
年
を
想
う
』（
未
見
）。
森
崎
和
江
・
川
西
到
『
与
論
島
を
出
た
民
の
歴
史
』（
葦
書
房
、
一
九
九
六
年
）
一
六
〇
〜
一
六
一
頁

（４４）

七
六
八



か
ら
再
引
用
。『
あ
ま
み
』
二
号
（
奄
美
会
大
牟
田
支
部
、
一
九
六
一
年
）
は
「
麓
武
英
氏
追
悼
号
」
で
あ
る
。
鹿
児
島
県
与
論
島
と
三
池
炭
鉱
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
書
森
崎
和
江
・
川
西
到
『
与
論
島
を
出
た
民
の
歴
史
』、
大
牟
田
・
荒
尾
地
区
与
論
会
編
『
与
論
島
か
ら
口
之
津
へ
そ
し

て
三
池
へ
』（
同
会
、
二
〇
〇
一
年
）、
堀
円
治
『
今
を
懸
命
に
生
き
る
』（
有
明
新
報
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
南
日
本
新
聞
社
編
『
与
論
島
移
住
史
―

ユ
ン
ヌ
の
砂
』（
南
方
新
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
堀
円
治
編
著
『
大
牟
田
と
与
論
島
―
１
０
０
年
の
絆
』（
有
明
新
報
社
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

２９

前
掲
書
『
兄
弟
よ
、
安
ら
か
に
眠
れ
』
一
四
頁
。

３０

中
央
協
和
会
「
移
入
朝
鮮
人
労
務
者
状
況
調
・
昭
和
十
七
年
」、
小
沢
有
作
編
『
近
代
民
衆
の
記
録
・
１０
・
在
日
朝
鮮
人
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九

七
八
年
）
四
二
一
頁
。

３１

万
田
労
務
事
務
所
『
労
務
者
名
簿
』（
一
九
四
六
年
七
月
）。
原
本
の
コ
ピ
ー
は
、「
武
松
輝
男
資
料
」（
Ｅ
２２－

１
、
２
）（
大
牟
田
市
立
図
書
館
所

属
）。
三
池
炭
鉱
の
研
究
者
だ
っ
た
「
武
松
輝
男
資
料
」
に
つ
い
て
は
、
大
牟
田
市
立
図
書
館
編
『
武
松
輝
男
資
料
目
録
・
第
一
版
』（
同
館
、
二
〇

一
二
年
）
参
照
。

３２

武
松
輝
男
「
原
資
料
の
整
理
―
朝
鮮
人
強
制
連
行
」、「
武
松
輝
男
資
料
」（
Ｅ
２３
）。
奈
賀
悟
『
閉
山
―
三
井
三
池
炭
鉱
一
八
八
九－

一
九
九
七
』（
岩

波
書
店
、
一
九
九
七
年
）
四
七
頁
。

３３

前
掲
書
『
三
井
事
業
史
』
本
編
第
三
巻
上
、
一
二
二
〜
一
二
三
頁
。
一
九
四
八
年
時
点
で
の
四
山
坑
に
つ
い
て
は
、
久
保
山
雄
三
『
炭
礦
の
智
識
』

（
公
論
社
。
一
九
四
三
年
）
参
照
。
四
山
坑
に
つ
い
て
は
、
青
谷
昭
三
『
四
山
鉱
併
記
三
井
三
池
炭
鉱
』（
同
人
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

３４

前
掲
書
『
三
井
事
業
史
』
本
編
第
三
巻
下
、
四
二
八
〜
四
三
一
頁
。
三
川
開
鑿
に
つ
い
て
は
、
川
上
亀
郎
「
三
川
坑
開
鑿
に
就
て
」『
日
本
鉱
業
会

誌
』
六
九
五
号
（
一
九
四
三
年
三
月
）
一
〇
〜
一
六
頁
参
照
。
一
九
六
三
年
一
一
月
九
日
、
三
川
坑
第
一
斜
坑
揚
炭
坑
道
で
炭
じ
ん
爆
発
が
発
生
す

る
。
死
者
四
五
八
名
、
Ｃ
Ｏ
中
毒
者
八
三
九
名
の
犠
牲
者
を
だ
し
た
。
詳
細
は
、
原
田
正
純
『
炭
じ
ん
爆
発
―
三
池
三
川
鉱
の
一
酸
化
炭
素
中
毒
』

（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
四
年
）
参
照
。

３５

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
〇
年
一
一
月
二
九
日
。

３６

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
一
年
二
月
一
九
日
。

（４５）

戦
前
の
三
池
炭
鉱
と
朝
鮮
人
労
働
者
（
広
瀬
）

七
六
九



３７

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
一
年
三
月
一
四
日
。

３８

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
三
年
七
月
二
四
日
、
三
一
日
。
朝
鮮
に
お
け
る
徴
兵
制
実
施
に
つ
い
て
は
、
宮
田
節
子
『
朝
鮮
民
衆
と
「
皇

民
化
」
政
策
』（
未
来
社
、
一
九
八
五
年
）、
樋
口
雄
一
『
皇
軍
兵
士
に
さ
れ
た
朝
鮮
人
―
一
五
年
戦
争
下
の
総
動
員
体
制
の
研
究
』（
社
会
評
論
社
、

一
九
九
一
年
）、
同
『
戦
時
下
朝
鮮
の
民
衆
と
徴
兵
』（
総
和
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
北
原
道
子
『
北
方
部
隊
の
朝
鮮
人
兵
士
―
日
本
陸
軍
に
動
員
さ

れ
た
植
民
地
の
若
者
た
ち
』（
現
代
企
画
室
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

３９

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
四
年
五
月
一
七
日
。

４０

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
三
年
三
月
一
九
日
。

４１

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
四
年
四
月
五
日
。

４２

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
四
年
四
月
二
三
日
。

４３

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
四
年
四
月
五
日
。

４４

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
三
年
一
二
月
一
五
日

４５

広
瀬
貞
三
「
朝
鮮
総
督
府
の
労
働
官
僚
宮
孝
一
」『
年
報
朝
鮮
学
』
一
一
号
（
二
〇
〇
八
年
五
月
）
七
頁
。
宮
は
三
池
以
外
に
、
田
川
、
常
磐
炭
鉱

も
視
察
し
た
。

４６

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
一
年
三
月
一
日
。

４７

前
掲
書
『
戦
時
外
国
人
強
制
連
行
関
係
史
料
集
』
Ⅳ
巻
、
一
五
〇
一
頁
。

４８

前
掲
論
文
武
松
輝
男
「
強
制
連
行
朝
鮮
人
の
記
録
か
ら
」
一
〜
一
一
、『
み
い
け
』
一
二
一
三
〜
一
二
二
三
号
（
一
九
八
三
年
一
〇
月
一
六
日
〜
一

九
八
四
年
三
月
一
六
日
）。

４９

高
木
尚
雄
『
わ
が
三
池
炭
鉱
―
写
真
記
録
帖
』（
葦
書
房
、
一
九
九
七
年
）
一
四
五
頁
。

５０

前
掲
書
山
根
房
光
『
み
い
け
炭
鉱
夫
』
一
二
四
頁
。

５１

前
掲
書
麓
武
英
『
在
住
五
十
年
を
想
う
』（
未
見
）。
前
掲
書
森
崎
和
江
・
川
西
到
『
与
論
島
を
出
た
民
の
歴
史
』
一
六
一
〜
一
六
二
頁
か
ら
再
引
用
。

（４６）

七
七
〇



５２

阿
具
根
登
『
道
を
求
め
て
―
回
想
録
』（
創
広
、
一
九
八
一
年
）
三
七
〜
三
八
頁
。
阿
具
根
は
一
九
四
六
年
二
月
に
結
成
さ
れ
た
三
池
炭
鉱
労
働
組

合
の
初
代
副
理
事
長
と
な
っ
た
。

５３

武
松
輝
男
「
四
山
坑
の
歴
史
の
中
か
ら
」
第
一
一
回
「
朝
鮮
人
収
容
の
一
断
面
」、『
み
い
け
』
一
三
二
〇
号
（
一
九
八
八
年
七
月
）
三
頁
。
前
掲
論

文
武
松
輝
男
「
解
説
」、
前
掲
書
『
戦
時
外
国
人
強
制
連
行
関
係
史
料
集
』
Ⅳ
巻
下
、
一
六
二
五
〜
一
六
二
六
頁
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

５４

内
務
省
警
保
局
『
特
高
月
報
』、
前
掲
書
『
集
成
』
五
巻
、
一
一
二
頁
。

５５

『
特
高
月
報
』、
前
掲
書
『
集
成
』
五
巻
、
一
九
五
頁
。

５６

『
特
高
月
報
』、
前
掲
書
『
集
成
』
五
巻
、
二
四
〇
〜
二
四
一
頁
。

５７

『
特
高
月
報
』、
前
掲
書
『
集
成
』
五
巻
、
二
五
五
〜
二
五
六
頁
。

５８

前
掲
書
森
崎
和
江
・
川
西
到
『
与
論
島
を
出
た
民
の
歴
史
』
一
五
九
頁
。

５９

『
特
高
月
報
』、
前
掲
書
『
集
成
』
五
巻
、
二
四
一
五
頁
。

６０

『
特
高
月
報
』、
前
掲
書
『
集
成
』
五
巻
、
四
一
〇
頁
。

６１

前
掲
書
新
藤
東
洋
男
『
太
平
洋
戦
争
下
に
お
け
る
三
井
鉱
山
と
中
国
・
朝
鮮
人
労
働
者
―
そ
の
強
制
連
行
と
奴
隷
労
働
・
第
二
版
増
補
版
』
四
四
〜

四
七
頁
。
上
甲
米
太
郎
に
つ
い
て
は
、
新
藤
東
洋
男
『
在
朝
日
本
人
教
師
―
反
植
民
地
教
育
運
動
の
記
録
』（
白
石
書
店
、
一
九
八
一
年
）、
高
麗
博

物
館
編
『
植
民
地
・
朝
鮮
の
子
ど
も
た
ち
と
生
き
た
教
師
上
甲
米
太
郎
』（
大
月
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。

６２

福
岡
県
協
和
会
「
朝
鮮
人
移
入
労
務
者
移
動
防
止
対
策
」、
前
掲
書
『
集
成
』
五
巻
、
七
〇
七
頁
。

６３

前
掲
書
『
戦
時
朝
鮮
人
中
国
人
連
合
国
俘
虜
強
制
連
行
資
料
集
』
Ⅱ
巻
、
二
六
八
頁
。
こ
う
し
た
事
態
を
防
止
す
る
た
め
、
一
九
四
四
年
四
月
、
厚

生
省
勤
労
局
長
、
同
健
民
局
長
、
内
務
省
警
保
局
長
、
軍
需
省
総
動
員
局
長
は
「
移
入
朝
鮮
人
労
務
者
ノ
契
約
期
間
延
長
ニ
関
ス
ル
件
」
を
策
定
し

た
。
同
書
Ⅱ
巻
、
二
七
四
〜
二
八
四
頁
参
照
。

６４

前
掲
書
『
戦
時
外
国
人
強
制
連
行
関
係
史
料
集
』
Ⅳ
巻
、
一
九
一
二
頁
。

６５

前
掲
書
『
戦
時
朝
鮮
人
中
国
人
連
合
国
俘
虜
強
制
連
行
資
料
集
』
Ⅰ
巻
、
七
四
頁
。

（４７）

戦
前
の
三
池
炭
鉱
と
朝
鮮
人
労
働
者
（
広
瀬
）

七
七
一



６６

石
田
眞
弓
『
故
郷
は
る
か
に
―
常
盤
炭
礦
の
朝
鮮
人
労
働
者
と
の
出
会
い
』（
ア
ジ
ア
問
題
研
究
所
、
一
九
八
五
年
）
一
四
五
〜
一
四
六
頁
。

６７

前
掲
書
石
田
眞
弓
『
故
郷
は
る
か
に
』
一
四
七
頁
。

６８

井
上
佳
子
『
三
池
炭
鉱
「
月
の
記
憶
」
―
そ
し
て
与
論
を
出
た
人
々
』（
石
風
社
、
二
〇
一
一
年
）
七
二
〜
七
五
頁
。
沈
載
吉
は
、
熊
谷
博
子
『
む

か
し
原
発
い
ま
炭
鉱
―
炭
都
〔
三
池
〕
か
ら
日
本
を
掘
る
』（
中
央
公
論
社
、
二
〇
一
二
年
）
二
八
七
〜
二
九
一
頁
で
も
証
言
し
て
い
る
。
証
言
内

容
が
少
し
異
な
る
。

６９

朝
鮮
人
強
制
連
行
真
相
調
査
団
編
『
朝
鮮
人
強
制
連
行
調
査
の
記
録
―
中
部
・
東
海
編
』（
柏
書
房
、
一
九
九
七
年
）
二
四
二
〜
二
四
三
頁
。

７０

朝
鮮
人
強
制
連
行
真
相
調
査
団
編
『
強
制
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
証
言
』（
明
石
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
三
五
〜
四
〇
頁
。

７１

前
掲
論
文
武
松
輝
男
「
強
制
連
行
朝
鮮
人
の
記
録
か
ら
」
九
回
、『
み
い
け
』
一
二
二
一
号
（
一
九
八
四
年
二
月
一
六
日
）
三
頁
。

７２

永
江
藤
登
「
万
田
坑
Ｍ
Ｃ
楽
団
に
つ
い
て
」、
下
津
晃
『
三
池
炭
鉱
写
真
集
―
万
田
坑
聞
き
書
き
』（
同
人
、
二
〇
〇
三
年
）
五
三
頁
。

７３

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
一
年
一
月
一
七
日
。

７４

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
一
年
二
月
五
日
。

７５

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
二
年
一
月
一
七
日

７６

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
一
年
二
月
二
一
日

７７

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
二
年
四
月
一
二
日
。

７８

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
熊
本
版
』
一
九
四
二
年
五
月
一
四
日
。

７９

『
日
本
鉱
業
新
聞
』
一
九
四
二
年
一
〇
月
一
一
日
。
前
掲
書
竹
内
康
人
「
三
井
鉱
山
三
池
炭
鉱
」、『
調
査
・
朝
鮮
人
強
制
労
働
①
炭
鉱
編
』
二
四
三

頁
か
ら
再
引
用
。

８０

『
特
高
月
報
』、
前
掲
書
『
集
成
』
四
巻
、
五
九
五
頁
。

８１

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
三
年
二
月
一
四
日

８２

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
北
九
州
版
』
一
九
四
三
年
五
月
二
三
日
。

（４８）

七
七
二



８３

荒
尾
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
荒
尾
市
史
・
通
史
編
』（
同
市
、
二
〇
一
二
年
）
一
一
九
二
頁
。

８４

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
三
年
一
二
月
一
八
日

８５

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
二
年
四
月
八
日
。

８６

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
三
年
二
月
二
〇
日
。

８７

『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
四
三
年
三
月
二
七
日
、
同
年
七
月
一
日
。
こ
の
史
料
は
、
塚
�
昌
之
氏
（
大
阪
経
済
法
科
大
学
）
の
ご
提
供
で
あ
る
。

８８

『
特
高
月
報
』、
前
掲
書
『
集
成
』
四
巻
、
一
〇
六
六
頁
。

８９

『
特
高
月
報
』、
前
掲
書
『
集
成
』
五
巻
、
二
四
一
頁
。

９０

前
掲
書
『
荒
尾
市
史
・
通
史
編
』
一
一
九
二
頁
。

９１

井
上
信
人
「
勤
労
報
国
隊
と
し
て
万
田
坑
に
入
坑
」、
前
掲
書
下
津
晃
『
三
池
炭
鉱
写
真
集
―
万
田
坑
聞
き
書
き
』
七
一
〜
七
三
頁
。
井
上
の
証
言

は
詳
細
で
あ
る
。

９２

前
掲
書
阿
久
根
登
『
道
を
求
め
て
―
回
想
録
』
四
二
〜
四
三
頁
。

９３

前
掲
書
『
三
井
事
業
史
』
本
編
第
三
巻
下
、
四
四
四
〜
四
五
一
頁
。
詳
細
は
三
井
東
圧
株
式
会
社
社
史
編
纂
委
員
会
編
『
三
井
東
圧
化
学
社
史
』（
同

社
、
一
九
九
四
年
）
一
五
一
〜
一
七
九
頁
参
照
。

９４

前
掲
書
『
兄
弟
よ
、
安
ら
か
に
眠
れ
』
一
四
〜
一
五
頁
。

９５

日
帝
強
占
下
強
制
動
員
被
害
真
相
糾
明
委
員
会
編
『

？
』（
同
会
、
二
〇
〇
五
年
）
六
九
〜
八
三
頁

９６

前
掲
書
『
戦
時
外
国
人
強
制
連
行
関
係
史
料
集
』
Ⅳ
巻
、
一
六
一
三
頁
。
大
牟
田
市
は
一
九
四
四
年
一
一
月
か
ら
一
九
四
五
年
八
月
ま
で
、
ア
メ
リ

カ
軍
の
空
襲
を
五
回
受
け
た
。
合
計
の
被
爆
死
亡
者
は
一
〇
九
一
名
で
あ
る
。
戦
争
遺
跡
ガ
イ
ド
編
集
委
員
会
編
『
大
牟
田
・
荒
尾
の
戦
争
遺
跡
ガ

イ
ド
』（
大
牟
田
市
の
空
襲
を
記
録
す
る
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
六
頁
。

９７

三
池
中
学
二
八
回
・
三
池
高
校
一
回
同
窓
会
『
帰
ら
な
い
夏
―
学
徒
勤
労
動
員
の
手
記
』（
同
会
、
一
九
八
五
年
）
六
〜
七
頁
。

９８

笠
間
万
太
郎
編
『
む
つ
ご
ろ
う
の
歩
み
―
福
岡
県
立
中
学
伝
習
館
動
員
学
徒
の
記
録
』（
同
人
、
一
九
九
七
年
）
一
〜
二
四
頁
。

（４９）

戦
前
の
三
池
炭
鉱
と
朝
鮮
人
労
働
者
（
広
瀬
）

七
七
三



９９

電
気
化
学
工
業
編
『
電
気
化
学
工
業
株
式
会
社
三
十
五
年
史
』（
同
社
、
一
九
五
二
年
）
二
一
、
一
七
一
〜
一
九
一
頁
。

１００

前
掲
書
『
三
井
事
業
史
』
本
編
第
三
巻
下
、
一
九
〇
〜
一
九
一
頁
。

１０１

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
〇
年
一
〇
月
一
六
日
。

１０２

『
大
阪
毎
日
新
聞
・
福
岡
版
』
一
九
四
一
年
一
月
二
二
日

１０３

中
央
協
和
会
「
移
入
朝
鮮
人
労
務
者
状
況
調
・
昭
和
十
七
年
」、
前
掲
書
『
近
代
民
衆
の
記
録
・
１０
・
在
日
朝
鮮
人
』
四
二
三
頁
。

１０４

前
掲
書
『
戦
時
外
国
人
強
制
連
行
関
係
史
料
集
』
Ⅳ
巻
、
一
六
〇
八
〜
一
六
一
一
頁
。

１０５

前
掲
書
『
戦
時
外
国
人
強
制
連
行
関
係
史
料
集
』
Ⅳ
巻
、
一
六
一
三
頁
。

１０６

前
掲
書
『
三
井
事
業
史
』
本
編
第
三
巻
下
、
四
六
一
〜
四
七
二
頁
。

１０７

前
掲
書
『
三
井
東
圧
化
学
社
史
』
一
三
八
〜
一
四
一
頁
。

１０８

前
掲
書
笠
間
万
太
郎
編
『
む
つ
ご
ろ
う
の
歩
み
』
一
七
九
頁
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
広
瀬
貞
三
「
戦
時
下
の
三
井
三
池
炭
鉱
と
外
国
人
労
働
者
」『
第
九
回
強
制
動
員
真
相
究
明
全
国
研
究
集
会
報
告
集
』（
二
〇
一
六
年

三
月
）
の
一
部
を
修
正
・
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

（５０）

七
七
四


